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新「新城市」が誕生しました
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今月の表紙
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暮らしのカレンダー

市長・市議会議員選挙投開票日

勤労感謝の日

鳳来寺山もみじまつり開幕式
ちびっこ運動会（桜淵いこいの広場）

秋の市民茶会【文】

市民芸能祭【文】

お正月飾りしめ縄教室【西】

【文】文化会館・【青】青年の家・【体】市民体育館・【西】西部公民館・【資】歴史資料館・

【は】はつらつセンター・【鬼】鬼久保ふれあい広場

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

はた織りの会作品展（～20日）【文】

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

郷土研究会・設楽原ミニ講座【資】

体育室親子無料開放（午後）【青】

第30回新城音楽祭【文】

絵日記教室・男の料理教室【西】

絵日記教室・男の料理教室【西】

北部地区公民館まつり（～20日）（富沢公民館）

森の親子あそびinしんしろ（山びこの丘）

子ども会チャレンジまつり【青】

初めてのパン作り【西】

アイデア教室【は】

アイデア教室【は】

初めてのパン作り【西】

料理教室【青】

料理教室【青】

設楽原ミニ講座【資】

第18回新城歌舞伎【文】

第21回つくで祭り【鬼】

文化の日

119番の日
全国火災予防運動（～15日）

税を考える週間
（～17日）

あいち地震防災の日

200511NOVEMBER

鳳来寺山もみじまつりメーンイベント　
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広報しんしろ

愛称ご応募ありがとうございました

千郷小学校（新城地区）

「よーい　パン！」

　響き渡るピストル音と同時に巻き起こる歓声。

5 年生の子どもたち 30 人 31 脚の力強いスター

トは、まるで新・新城市発足を感じさせるよう

でした。そして、新城・鳳来・作手地区が足並

みそろえて元気いっぱいの子どもたちとともに、

未来の夢に向かって歩き出しました。

「ほのか」です。

　　　～よろしくお願いします～

　多数の応募ありがとうございました。皆さん

から寄せられた広報しんしろの愛称の中から、

鈴木喜子さん（鳳来地区能登瀬）の「ほのか」を

採用しました。

　この地域の緑豊かなイメージと３市町村がま

とまって稲穂のように実り、豊かになって、そ

の香りが新市の隅々に広がる想いが込められて

います。これからは「ほのか」で親しんでいた

だければ幸いです。

No.1

市民文化祭（～5日）【文】
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な
か
よ
く
手
を
つ
な
ぎ

素
敵
な
未
来
へ
向
か
っ
て

夢
と
希
望
を
集
め

あ
た
ら
し
い
ま
ち

新
城
市
誕
生

新
「
新
城
市
」
ス
タ
ー
ト

新
「
新
城
市
」
ス
タ
ー
ト

新
「
新
城
市
」
ス
タ
ー
ト
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暑
か
っ
た
夏
も
過
ぎ
、
よ
う
や
く
朝

夕
の
涼
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
実
り
の
秋
の
訪
れ
と
と
も

に
3
市
町
村
の
合
併
が
実
現
し
、
10
月

1
日
か
ら
「
新
城
市
」
は
、
新
た
な
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
平
成
14
年
11
月
8
日
に
任
意
合
併
協

議
会
を
設
立
し
、
平
成
15
年
7
月
17
日

に
新
城
市
・
鳳
来
町
・
作
手
村
合
併
協

議
会
の
設
置
へ
の
移
行
を
経
て
、
「
新

城
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
誕
生

は
、
合
併
協
議
会
や
各
市
町
村
議
会
で

多
く
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
そ
し
て
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
に
よ
り
実
現
し

ま
し
た
。

　
今
、
地
方
は
大
き
な
変
革
の
時
代
の

中
で
、
行
政
的
に
も
財
政
的
に
も
思
い

切
っ
た
改
革
が
せ
ま
ら
れ
て
い
ま
す
。

合
併
は
行
財
政
改
革
で
あ
り
、
住
民
福

祉
の
向
上
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
、

最
も
有
効
な
手
段
で
す
。

　
新
城
市
が
輝
か
し
い
新
た
な
歴
史
を

刻
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
市
民
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
、
行
財
政
改
革
を
は

じ
め
と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解

決
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
多
様
化
す
る
市
民
要
望

に
的
確
に
対
応
で
き
る
行
政
の
体
制
づ

く
り
と
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
社
会
状
況
の
変
化
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
職
員
の
意

識
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
新
市
長
選
出
ま
で
の
短
い
期
間
の
任

務
で
す
が
、
地
域
の
個
性
を
大
切
に
し

て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
合
併
し
て
よ

か
っ
た
と
思
え
る
「
地
域
の
個
性
輝
く

新
城
市
」
を
築
き
、
皆
さ
ま
と
新
し
い

ふ
る
さ
と
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
新
城
市
の
発
足
に
あ
た
り
、
新
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
お

願
い
し
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

地
域
の
個
性
輝
く

新
城
市
誕
生

地
域
の
個
性
輝
く

新
城
市
誕
生

ご
あ
い
さ
つ

新城市長職務執行者

斎 藤 善 英
よし　 ひで
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開
庁
式

鳳来総合支所

新城市役所本庁

作手総合支所

　
10
月
１
日
、
新
城
・
鳳
来
・
作
手
の
３

市
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
新
城
市
の

開
庁
式
が
、
午
前
９
時
か
ら
本
庁
舎
前
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
斎
藤
善
英

新
城
市
長
職
務
執
行
者
が
、
部
課
長
ら
約

90
人
を
前
に
、
「
先
人
が
築
い
た
文
化
、

歴
史
を
踏
ま
え
、
新
市
の
建
設
に
向
か
っ

て
進
む
た
め
に
も
、
新
し
い
発
想
の
も
と

職
員
一
同
、
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま

し
た
。
　
こ
の
後
、
午
前
10
時
に
鳳
来
総

合
支
所
、
11
時
30
分
に
作
手
総
合
支
所
で

式
典
を
行
い
新
体
制
を
固
め
ま
し
た
。

新 市 デ ー タ

人　口

面　積

10月1日現在

男…………25,913人

女…………27,011人

人口………52,924人

世帯数…16,158世帯

……………… 499�
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門谷（鳳来地区）

森田　孝徳さん

　合併基本計画にある新市の将来像として、

人と自然が織りなす笑顔、活力、創造都市と

ありますが、このことを忘れずに、為政者も

住民も一緒になって、新しいまち新城をつく

らなければなりません。

　そして、合併してよかった、また、こんな

まちに住んでみたいと思われるようなすばら

しいまちになることを期待します。

　大学に通うために下宿しています。先日、

自宅のあるまちが合併し、祖母が福祉タクシ

ーの補助を受けられるという行政サービスの

向上を一緒に喜びました。高齢化が進むこの

地でも、合併してもお年寄りのために住みや

すいまちになってほしいです。

　恵まれた自然を保ちながら、住みやすさと

働きやすさのバランスがとれたまちになって

ほしいと思います。とくに、新しい雇用の創

出は若者定着には必要不可欠です。

　アクティブで活力あるまちづくりを、新た

な「我がまち」新城市に期待します。

　鬼久保ふれあい広場の小高い丘にあるリフ

レッシュセンター。そこで開催する「つくで

の森の音楽祭」は、住民ボランティアの智恵

と工夫で作り出す、周りの自然と一体となっ

た手作りコンサートです。いろいろな人たち

に参加していただいて、みんなで楽しみたい

ですね。

　幼いころのサッカー好きが転じ、現在千郷ＦＣの

子どもたちを指導しています。技術の向上と同時に、

明るく元気のよいチームづくりを目指しています。

この子どもたちが大人になった時に、この地でサッ

カーをやりたくなるような環境と施設などを整備し

てほしいです。

長篠（鳳来地区）

望月　貢稔さん

愛知新城大谷大学2年
（新城地区）

佐々木　萌さん

川田原（新城地区）

由谷　和人さん（最後列右から2人目）

い せ い し ゃ

高里（作手地区）

黒谷　幸憲さん
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平井（新城地区）鍋内　照代さん（中央）

　吉川は、鳳来や作手に環境が似ています。

だから、農業を営む方のご苦労は、合併すれ

ばさらに身近なことに感じるでしょう。

�新市においても、鳥獣害の駆除の徹底や、こ

の地域のお米が名高いものとなるようなＰＲ

を期待します。

　人口も面積も規模が大きくなるので、隅々

まで行き届いた行政サービスを期待します。

　そして、今までの垣根を払って交流の輪を

広げ、より住みよい活気のあるまちになって

ほしいです。

　新市に期待することはやはり、子育て全般

にわたって新しい取り組みが展開されること

です。安心、安全な子育て環境を整備するこ

とは、私たち大人の義務だと思います。子ど

もたちのために、夢の持てる社会になること

を目指して、人と人が明るく楽しく生きるこ

とのできる「まちづくり」を願っています。

吉川（新城地区）

菅野　妙子さん（右下）

海老（鳳来地区）

小野田　和子さん

　新・新城市は、豊川や深山、湿原と自然環

境に恵まれた地域です。しかしながら、その

自然環境も刻々と変化をしています。

　水は生命の源。川や池などは、これ以上汚

してはいけないと思います。また、水を生み

出す自然を守ることも重要だと思います。本

気の自然環境保全施策に期待をしています。

清岳（作手地区）

内藤　信司さん

　鳳来町で生まれ育ち、作手村で生活を築き、

そして新・新城市住民として後半の人生を紡（つ

む）いでいくことになりました。私が紡ぐこ

とができるものは何だろうか？

　生活の基盤となる新しい街をしっかりと見

すえながら、手と心で創りあげていくことか

もしれない、私たちの住む街だから…

鴨ヶ谷（作手地区）

加藤　公子さん
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①

財務課

管
理
調
整
課

人事課

学校教育課

指導室

生涯学習課
スポーツ振興課

文化振興課

教育

長室

市道入船線

①

環境課

第１会議室第2会議室

⑤

③

④

② ①

⑥

⑦

新
城
市
役
所
本
庁
お
よ
び
支
所
の
配
置
図

　
新
「
新
城
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
市
役
所
本
庁
の
課
と
、
鳳
来
総
合
支
所
・
作
手
総
合
支
所
の
課

と
係
の
配
置
図
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
職
員
一
丸
と
な
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
今
ま
で
以

上
に
、
開
か
れ
た
行
政
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

① 体育館

② 本庁舎

③ 東庁舎

④ 第2庁舎

⑤ 仮庁舎

⑥ 西館・はつらつセンター（農業共済課）

⑦ 勤労青少年ホーム（商工観光課）

体育館事務室　2F

新城市役所（本庁）

体育館事務室　1F
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市道入船線

議会事務局

企
画
課

地
域
再
生
推
進
室

国
際
交
流
室

政
策
会
議
室

秘
書
広
報
課

情報推進課

議場

政党室
政
党
室

政
党
室

政
党
室

③

④

③

②

②

記
者
室

市
長
室

秘
書
室

委
員
会
室�

委
員
会
室�議長室� 監査委員

事務局�

助
役
室

介護
高齢課

福祉課

市民安全
対策室

児童課

行政課

防災無線室

会議室

税務課 市民課

駐 車 場

保険
医療課

待合室

収入
役室会

計
課

UFJ銀行
総合案内

土地
改良区

用地課 土木課

水道課 下水道課 都市計画課
農業振興課
林業振興課

高規格
道路

推進室

⑤

⑤

東庁舎　2F

東庁舎　1F

本庁舎　2F

本庁舎　1F

第2庁舎　2F

仮庁舎　2F

仮庁舎　1F

新城市役所および支所の配置図
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総務課福祉健康課

総務課地域振興課

水道
事業課

生活
環境課

観光課

経済課

建設課経済課

会
議
室

総
合
支
所
長
室

鳳来教育課

教育庶務係

生涯学習係

文化振興係

史跡係

保健センター

通路

玄関

庶務係

消防係

防災係

財務係

市民係

保険医療係

高齢者福祉係

福祉係

介護保険係

環境係

福祉健康課・健康係

農業振興係

観光係

管理係

施設係

振興係

情報推進係

税務係

徴収係

維持管理係

土木工務係

農地工務係

林業振興係

1F

2F

鳳来開発センター　1F

鳳来総合支所

新城市役所および支所の配置図
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玄関

福祉健康課

総務課

総務課
総合

支所長室
村誌編さん室 森林組合

事務所

福祉健康課・健康係

1F

2F

作手総合支所

新城市役所および支所の配置図

作手歴史
民俗資料館

庶務係

財務係

税務係

市民係

福祉介護係

消防防災係

教育庶務係

文化振興係

生涯学習係

作手教育課

地
域
振
興
課

生
活
環
境
課

振
興
係

情
報
推
進
係

環
境
係

水
道
係

下
水
道
係

維
持
管
理
係

土
木
工
務
係

農
政
係

農
地
林
務
係

農
村
振
興
係

水
道
事
業
課

建
設
課

土
地
改
良
区

家
畜
診
療
所

経
済
課

保健センター 作手診療所
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新城広域

事務組合

（23)7671

〜
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を
〜

告

示

日
　
11
月
６
日

（日）

投

票

日
　
11
月
13
日

（日）

投
票
時
間
　
午
前
７
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で

投
票
場
所
　
投
票
場
所
は
原
則
と
し
て
従
来

と
同
じ
で
す
が
、
「
入
場
券
」
を
ご
確
認

の
上
、
投
票
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
本
選
挙
は
、
合
併
に
よ
る
「
設
置
選
挙
」

と
し
て
、
新
城
市
長
選
挙
と
新
城
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
を
同
日
の
う
ち
に
行
う
選

挙
で
す
。

　
市
長
選
に
つ
い
て
は
、
新
城
市
全
域
で

１
選
挙
区
。
新
城
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、

旧
市
町
村
ご
と
の
３
選
挙
区
に
よ
る
選
挙

と
な
り
ま
す
。
選
挙
の
名
称
や
各
選
挙
区

の
定
数
な
ど
は
、
表
①
の
と
お
り
で
す
。

投
票
の
で
き
る
方
　

　
新
城
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方

※
た
だ
し
投
票
の
前
日
ま
で
に
新
城
市
外

　
に
転
出
さ
れ
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

�
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

①
昭
和
60
年
11
月
14
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
方

②
平
成
17
年
８
月
５
日
ま
で
に
新
城
市

　
（
旧
新
城
市
、
旧
鳳
来
町
、
旧
作
手
村
）

　
に
転
入
届
を
さ
れ
、
引
き
続
き
居
住
し

　
て
い
る
方

※
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で

　
あ
れ
ば
、
投
票
所
入
場
券
を
紛
失
し
た

　
り
届
か
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
で
も
投

　
票
が
で
き
ま
す
。
所
定
の
投
票
所
へ
お

　
出
か
け
い
た
だ
き
、
受
付
に
そ
の
旨
を

　
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

市
内
転
居
さ
れ
た
方

　
平
成
17
年
11
月
５
日
以
降
に
新
城
市

　
（
旧
新
城
市
、
旧
鳳
来
町
、
旧
作
手
村
）

　
管
内
で
転
居
さ
れ
た
方
は
、
転
居
前
の

　
住
所
地
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
「
新
城
市
」
の
市
長
選
挙
、
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
11
月
13
日

（日）
に

行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
大
切
な
一
票

を
放
棄
し
な
い
で
、
投
票
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

新
城
市
長
選
挙

新
城
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
日
選
挙
）
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期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　
投
票
日
に
仕
事
や
外
出
な
ど
の
理
由
で

投
票
に
行
け
な
い
場
合
に
は
、
期
日
前
投

票
が
行
え
ま
す
。

　
選
挙
日
に
20
歳
を
迎
え
る
が
、
選
挙
日

前
に
お
い
て
19
歳
で
あ
る
方
、
ま
た
は
、

病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・
入
所

さ
れ
て
い
る
方
は
、
従
来
ど
お
り
の
不
在

者
投
票
と
な
り
ま
す
。

　
各
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
投
票

所
は
、
表
②
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

投
・
開
票
の
状
況

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

h
ttp

:/
/
w

w
w

.c
ity

.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

メ
ー
ル
配
信
（
携
帯
登
録
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス
）

h
ttp

:/
/
w

w
w

2
.c

ity
.sh

in
sh

iro
.a

ic
h
i.jp

/

h
a
n
d
y
- m

a
il/

in
d
e
x
.h

tm

　
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

　
新
市
の
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
を
行

い
ま
す
。

　
各
選
挙
区
の
定
数
な
ど
は
表
④
の
と
お

り
で
す
。

告
示
日
（
立
候
補
受
付
）

　
10
月
23
日

（日）

投
票
日

　
10
月
30
日

（日）

投
票
時
間
　

　
午
前
７
時
〜
午
後
8
時

郵
便
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
投
票

所
へ
出
か
け
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
は
、

在
宅
の
ま
ま
郵
便
に
よ
り
投
票
が
で
き
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
郵
便
に
よ
る
投

票
を
行
う
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理

委
員
会
へ
申
請
を
し
て
「
郵
便
等
投
票
証

明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

■ 各選挙の選挙区と定数（表①）

■ 郵便投票の対象者（表③）

■ 期日前（不在者）投票所（表②）

選挙の名称　　定数　 選挙が行われる区域

投 票 所 � 　　 対象区域

手帳の種類� 　　　　　　　障 害 名 な ど �　　　　　　　　　等 級 な ど 　 　その他

投票できる期間　　 投票時間

新城市長選挙

新城選挙区

新城市役所東庁舎

身体障害者手帳

戦傷病者手帳

介護保険被保険者証 要介護状態区分が要介護5

特別項症～第2項症

1級・2級

1級・3級

1級～3級

特別項症～第3項症

肢体不自由（両下肢・体幹・移動機能）

内部疾患（心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう・

直腸・小腸）

免疫機能障害

肢体不自由（両下肢・体幹）

内部疾患（心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう・

直腸・小腸）

11月7日（月）～12日（土） 午前8時30分～午後8時

鳳来総合支所

作手総合支所

鳳来選挙区

作手選挙区

※登録者数は、平成17年9月2日現在

新
城
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

1

20

8

2

新城市全域で１選挙区
（登録者数42,990人）

旧新城市
（登録者数28,897人）

旧鳳来町
（登録者数11,423人）

旧作手村

旧新城市全域

旧鳳来町全域

旧作手村全域

■ 選挙区と選挙による委員定数（表④）

選挙区の名称� 選挙による定数�　選挙が行われる区域� 

新 城 15

8

7

鳳 来

作 手

旧新城市全域

旧鳳来町全域

旧作手村全域

（登録者数2,670人）

※
郵
便
投
票
の
対
象
者
に
つ
い
て
は
表
③
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

自
署
が
で
き
る
こ
と

※
右
記
身
体
障
害
者
手
帳
お
よ
び

　
戦
傷
病
者
手
帳
に
は
、
愛
知
県

　
知
事
に
よ
り
同
程
度
の
障
害
と

　
し
て
証
明
さ
れ
た
書
面
を
含
み

　
ま
す
。

　
複
数
の
障
害
の
た
め
併
せ
て
上

　
級
位
に
認
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、

　
単
一
の
障
害
で
該
当
す
る
こ
と

　
が
必
要
で
す
。
� 

登
録
上
の
ご
注
意
！

�
登
録
は
、
無
料
で
す
が
登
録
お
よ
び
メ
ー
ル

　
受
信
に
か
か
る
通
信
料
は
皆
さ
ん
に
ご
負
担

　
い
た
だ
き
ま
す
。

�
電
波
状
況
に
よ
り
メ
ー
ル
配
信
が
遅
く
な
っ

　
た
た
り
、
届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　

　
ま
た
、
携
帯
電
話
の
契
約
内
容
に
よ
っ
て
は
、

　
受
信
で
き
な
い
場
合
（
文
字
制
限
な
ど
）
も

　
あ
り
ま
す
。

�
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
登
録
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

　
配
信
す
る
の
み
で
、
配
線
内
容
の
問
い
合
わ

　
せ
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

�
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変
更
さ
れ
た
場
合
は
、

　
再
度
登
録
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

行
政
課
　
�
23
‐
7
6
1
1

む
く
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奥
三
河
こ
こ
ろ
の
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〜
進
め
よ
う
地
域
で
支
え
る

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
〜

　
新
城
保
健
所
地
域
保
健
課

　
�
22
‐
2
2
0
3

　
11
月
19
日

（土）
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
新
城
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
と

　
展
示
室

　
�
レ
ク
リ
ー
ダ
ー
金
田
文
子
さ

　
ん
の
リ
ー
ド
で
参
加
者
が
楽
し

　
く
交
流
「
詩
を
あ
そ
ぼ
！
い
の

　
ち
つ
な
が
れ
」

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
�
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
「
設
楽
原
決
戦
　
覇
城
太
鼓
」

　
午
前
11
時
30
分
〜
正
午

　
�
S
S
T
リ
ー
ダ
ー
高
森
信
子

　
氏
に
よ
る
講
演

　
「
親
が
変
わ
れ
ば
　
子
も
変
わ
る
」

　
午
後
1
時
20
分
〜
2
時
50
分

　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・
酒
害
相

　
談
、
「
や
す
ら
ぎ
の
家
」「
み
ら

　
い
工
房
」「
レ
イ
ン
ボ
ー
は
う
す
」

　
「
も
く
せ
い
の
家
ほ
う
ら
い
」
に

　
よ
る
作
品
展
示
と
即
売
、
ア
ル

　
コ
ー
ル
体
質
チ
ェ
ッ
ク

2005
新
城
市
消
費
生
活
展

農
業
ま
つ
り
・
木
ト
ピ
ア

　
商
工
観
光
課
　
�
23
‐
7
6
3
4

　
11
月
５
日

（土）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
市
民
体
育
館
駐
車
場

　
新
城
税
務
連
絡
協
議
会
（
無
料

　
税
務
相
談
･
税
の
作
品
展
示
）

　
新
城
郵
便
局
（
年
賀
状
販
売
）

　
み
か
わ
市
民
生
協
（
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ

　
商
品
紹
介
･
販
売
）

　
や
す
ら
ぎ
の
家
（
五
平
餅
･
自

　
主
製
品
販
売
）

　
新
城
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
（
作

　
品
展
示
）

　
新
城
市
生
活
学
校
（
実
演
コ
ー
ナ

　
ー
･
共
同
購
入
協
会
商
品
販
売
）

　
農
業
振
興
課
　
�
23
‐
7
6
3
2

　
も
ち
つ
き

　
八
名
丸
里
芋
の
試
食
会

　
地
元
農
産
物
の
品
評
会
＆
即
売

　
ア
イ
デ
ア
料
理
の
展
示

　
お
米
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
プ

ラ
ザ
な
ど

　
林
業
振
興
課
　
�
23
‐
7
6
3
1

　
木
・
Ｓ
コ
ー
ナ
ー

　
緑
化
木
配
布

　
三
河
材
木
工
教
室

　
森
林
に
関
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
三
河
材
木
製
品
展
示
・
即
売
な
ど

　
準
備
の
都
合
上
、
内
容
が
変
更

　
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

観
来
館
11
月
の
展
示

水
墨
画
香
墨
会
作
品
展

　
　
地
域
振
興
課

　
　
�
32
‐
0
5
1
3

　
水
墨
画
の
愛
好
グ
ル
ー
プ
「
香

墨
会
」
に
よ
る
展
示
で
す
。
鳳
来

寺
山
を
は
じ
め
、
風
景
や
花
・
樹

木
な
ど
の
作
品
が
並
び
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
11
月
２
日

（水）
〜
30
日

（水）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
※
30
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館
（
鳳
来
地
区
）

　
休
館
日
　
火
曜
日

「
東
三
河
・
人
に
や
さ
し
い

街
づ
く
り
地
域
セ
ミ
ナ
ー
　

in
蒲
郡
」
を
開
催
し
ま
す
！

　
　
　
都
市
計
画
課

　
　
　
�
23
‐
7
6
4
0

　
　
　
�
23
‐
7
0
4
7

　to
s
h
i@

c
ity.s

h
in

s
h
iro

.a
ic

h
i.jp

テ
ー
マ

こ
の
ま
ち
が
好
き
　
だ
か
ら
安
全
・

安
心
に
暮
ら
し
た
い
　

　
私
た
ち
の
ま
ち
は
ど
う
あ
る
べ

　
き
か
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
地
域

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
・
交

　
通
・
防
災
な
ど
の
観
点
か
ら
人

　
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
を
考
え

　
ま
す
。

　
基
調
講
演

豊
橋
技
術
科
学
大
学

　
大
貝
　
彰
　
教
授

　
11
月
19
日

（土）

　
午
後
１
時
〜
４
時

　
午
後
0
時
30
分
〜

　
蒲
郡
市
民
会
館

　
２
階
会
議
室
３

　
蒲
郡
市
栄
町
1
1
8
5
番
地
　

　
�
0
5
3
3
（
67
）
5
1
5
1

　
80
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り
ま
す
）

　
市
役
所
都
市
計
画
課
ま
た
は

県
建
設
部
建
築
指
導
課
街
づ
く
り

グ
ル
ー
プ

　
�
0
5
2
（
961
）
2
1
1
1
 

　
内
線
2
8
3
9

　
当
日
は
、
手
話
通
訳
、
要
約
筆

記
を
用
意
し
ま
す
。

主
催
／
愛
知
県

共
催
／
蒲
郡
市
、
豊
橋
市
、
豊
川

市
、
新
城
市
、
田
原
市

委
託
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
ひ
と
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
東
海
　

運
営
協
力
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
東
三

河
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト

協
力
／
東
三
河

人
に
や
さ
し
い

街
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
グ
ル
ー
プ

　友
の
会
30
周
年
記
念
特
物
展

「
み
ん
な
で
つ
く
る
博
物
館
」

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
�
35
‐
1
0
0
1

　
11
月
6
日

（日）
〜

　
平
成
18
年
1
月
9
日

（月）

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

�
博
物
館
講
堂

博
物
館
自
然
観
察
会

　
鳳
来
寺
山
の
紅
葉
を
楽
し
む

�
11
月
13
日

（日）
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●講

●時●所

●時●所

●時

●時

●時●時

●所

●所

●所

●定

●内

●内

●内

●内

●内

●内

●申

●申

●受 ●em

●他

●他

●問

●問●問

●問
●問

●問

●問

み
に
こ
ん
か
ん

■本

■鳳

●申
●問

●HP

●em

●時
●所
●受
●対

●持
●￥

●他

●内

対象・資格

申し込み

その他

費用・会費

ホームページ

Eメール

問い合わせ

内容

●講
●定

講師・指導

募集定員

持ち物

日時・期間

場所・会場

受け付け

マークの見方

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

■本
■鳳

■作
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2005
水
土
里
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン

「
牟
呂
用
水
」

　
牟
呂
用
水
土
地
改
良
区

　
（
水
資
源
機
構
新
城
支
所
）

　
新
城
市
一
鍬
田
字
東
下
川
原
41

　
�
26
‐
0
0
1
6

�
26
‐
0
4
4
5

　
農
業
や
「
水
」
「
土
」
の
大
切

さ
を
学
び
な
が
ら
、
身
近
な
「
里
」

を
家
族
や
友
達
と
楽
し
く
歩
き
ま

し
ょ
う
。

　
11
月
６
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
11
時
45
分

　
（
牟
呂
用
水
土
地
改
良
区
に

　
午
前
８
時
45
分
ま
で
に
集
合
）

　
コ
ー
ス

　
牟
呂
松
原
頭
首
工
〜
八
名
井
農

　
業
集
落
排
水
処
理
施
設
〜
一
宮

　
町
金
沢
〜
牟
呂
松
原
頭
首
工

　
（
全
長
約
６
�
）

　
タ
オ
ル
、
水
筒
、
帽
子
、
雨
具

　
先
着
100
人

　
小
学
校
の
児
童
と
そ
の
保
護
者

　
お
よ
び
家
族
（
た
だ
し
、
小
学

　
３
年
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者

　
同
伴
で
す
）

　
無
料

　
10
月
25
日

（火）
ま
で
に
電
話
ま
た

　
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

第
18
回

は
た
織
り
（
茜
の
会
）

の
会
作
品
展

�
　

資
料
室
　�
23
‐
4
7
4
1

�
11
月
19
日

（土）

　
午
前
９
時
〜
午
後
4
時
30
分

�
11
月
20
日

（日）
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
3
時

　
文
化
会
館
301
講
習
室

�
反
物
、
手
作
り
小
物
、
着
物
、

　
洋
服
、
草
木
染
め
な
ど
作
品
多
数

�
※
裂
き
織
り
体
験
も
で
き
ま
す
。

献
血
会
場
で
骨
髄
ド
ナ
ー

登
録
が
で
き
ま
す

　
県
新
城
保
健
所
衛
生
課
衛
生

　
グ
ル
ー
プ

�
22
‐
2
2
0
3

※
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

　
時
の
間
で
お
願
い
し
ま
す
。
　

　
骨
髄
バ
ン
ク
は
、
骨
髄
を
提
供

し
て
も
よ
い
と
い
う
「
ド
ナ
ー
」

の
方
の
白
血
球
の
型
を
調
べ
て
登

録
し
て
お
き
、
白
血
病
な
ど
の
病

気
で
骨
髄
移
植
が
必
要
な
患
者
さ

ん
と
の
橋
渡
し
を
す
る
機
関
で
す
。

　
現
在
、
日
本
で
骨
髄
移
植
を
必

要
と
す
る
患
者
さ
ん
は
毎
年
少
な

く
と
も
２
千
人
以
上
い
ま
す
が
、

そ
の
患
者
さ
ん
の
約
２
割
の
方
に

は
ド
ナ
ー
候
補
者
が
一
人
も
見
つ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
登
録
会
は
、
鳳
来
保
健

セ
ン
タ
ー
の
献
血
会
場
で
行
い
ま

す
。

　
当
日
は
約
２
�
の
採
血
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
希
望
す
れ
ば
献
血
と
同
時
に
ド

ナ
ー
登
録
が
で
き
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
を
利
用
し
て
、
ぜ
ひ
骨
髄

バ
ン
ク
へ
の
ド
ナ
ー
登
録
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　
11
月
28
日

（月）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30

　
分

（
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

　
分
を
除
く
）

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

ド
ナ
ー
登
録
で
き
る
方

①
骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
に
理

　
解
し
て
い
る
方

②
年
齢
が
18
歳
以
上
54
歳
以
下
で

　
健
康
な
方

③
体
重
が
男
性
45
�
以
上
、
女
性

　
40
�
以
上
の
方

�
原
則
予
約
制
で
行
い
ま
す
が
、

　
登
録
で
き
る
条
件
に
該
当
し
登

　
録
す
る
意
志
が
あ
る
場
合
は
、

　
当
日
直
接
来
場
者
の
受
付
も
行

　
い
ま
す
。

「
法
の
日
記
念
行
事
」
を

開
催
し
ま
す

　
県
弁
護
士
会
東
三
河
支
部

　
�
0
5
3
2
（
52
）
5
9
4
6
　

　
県
弁
護
士
会
東
三
河
支
部
で
は

「
法
の
日
記
念
行
事
」
と
し
て
、

無
料
法
律
相
談
と
記
念
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

無
料
法
律
相
談

　
10
月
29
日

（土）
 

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
豊
橋
商
工
会
議
所
５
階

　
200
人

記
念
講
演
会

　
10
月
29
日

（土）
 
 

　
午
後
1
時
開
場

1
時
30
分
開
演

　
豊
橋
商
工
会
議
所
９
階
大
ホ
ー
ル

　
無
料

テ
ー
マ

　
混
迷
の
現
代
社
会
を
想
う

　
江
川
　
紹
子
　
氏

連
携
型
生
涯
学
習

市
民
大
学

新
城
市
・
教
育
委
員
会

新
城
大
谷
大
学
共
催

　
福
祉
課
　
　
　
�
23
‐
7
6
2
4

　
生
涯
学
習
課
　
�
23
‐
7
6
5
3

　
新
城
大
谷
大
学
�
23
‐
3
3
1
1

テ
ー
マ
　
「
人
間
」
再
発
見
の
旅

　
愛
知
新
城
大
谷
大
学
教
授
な
ど

　
第
1
回
　
11
月
15
日

（火）

　
午
後
7
時
〜
8
時
40
分

　
愛
知
新
城
大
谷
大
学
　

　
①
「
人
間
」
再
発
見
の
旅
立
ち

　
三
明
智
彰
 

教
授

　
②
”お

も
し
ろ
さ

“
発
見
　
　

　
岡
本
浄
実
 

講
師

　
第
２
回
　
12
月
１
日

（木）

　
午
後
7
時
〜
8
時
40
分

　
愛
知
新
城
大
谷
大
学
　

　
①
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど

　
う
と
る
か
？
　

　
〜
生
活
暦
と
高
齢
者
と
の
関
わ

　
り
〜

　
伊
藤
秀
樹
 

講
師

　
②
認
知
症
に
気
づ
く
知
恵

　
〜
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
の

　
３
か
条
〜

　
村
上
逸
人
 

講
師

　
第
３
回
 

１
月
10
日

（火）

　
午
後
7
時
〜
8
時
40
分

　
新
城
市
民
体
育
館

　
①
元
気
を
ど
う
つ
く
る
か
？

　
〜
健
康
に
生
き
る
〜

　
熊
崎
百
代
 

助
教
授

　
②
寝
込
ま
な
い
知
恵

　
〜
介
護
さ
れ
な
い
た
め
の
３
か

　
条
〜

　
今
泉
雅
博
 

講
師

　
第
４
回
　
１
月
20
日

（金）

　
午
後
7
時
〜
8
時
40
分

　
新
城
市
民
体
育
館

　
①
自
分
と
ど
う
つ
き
あ
う
か
？

　
〜
自
分
を
分
析
す
る
〜

　
目
黒
達
哉
 

助
教
授

　
②
元
気
に
生
活
す
る
知
恵

　
〜
活
動
的
に
生
き
る
３
か
条
〜

　
岡
本
浄
実
 

講
師

　
第
５
回
　
２
月
４
日

（土）

　
午
後
2
時
〜
4
時

　
愛
知
新
城
大
谷
大
学
　

　
①
他
人
と
ど
う
つ
き
あ
う
か
？

　
〜
人
生
の
数
だ
け
価
値
観
が
あ

　
る
〜

　
横
山
順
一
 

講
師

　
②
「
人
間
」
再
発
見
の
寄
り
道

　
三
明
智
彰
 

教
授
　
　

　
い
ず
れ
も
無
料

●講●講●講●講●講●講

●講●講●講

●講●講

■本■本

■本

●時●時

●時

●所

●所

●所●時

●時

●時●時●時

●時 ●所●所

●所

●所●所●所

●内

●内●内 ●内

●内 ●内

●内 ●内

●内

●内 ●内

●対

●￥

●持

●問

●問
●問

●申●申

●申

●問
●申

●￥ ●定

●講 ●時●所●￥

●定
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愛
知
万
博
後
の

愛
知
青
少
年
公
園
の

新
公
園
名
称
募
集

に
つ
い
て

 
　
都
市
計
画
課

　
�
23
‐
7
6
4
0（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

 
県
公
園
緑
地
課

　
�
0
5
2
（

954
）
6
5
2
8

　
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　
県
で
は
、
愛
知
万
博
長
久
手
会

場
と
し
て
使
用
さ
れ
た
愛
知
青
少

年
公
園
を
、
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し

い
新
公
園
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
新
公
園
が
よ

り
親
し
み
を
持
た
れ
る
よ
う
に
、

ふ
さ
わ
し
い
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
11
月
30
日

（水）
ま
で
　
※
必
着

新
公
園
名
称
の
応
募
用
紙
の
配
布
先

　
市
役
所
都
市
計
画
課
、
県
公
園

　
緑
地
課

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
県
公

　
園
緑
地
課

　w
w

w
.p

re
f.a

ic
h
i.jp

/
k
o
e
n
/

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募（
送
付
）方
法

郵
送
の
場
合

　
〒
4
6
0
‐
8
5
0
1

（
住
所
不
要
）

　
県
建
設
部
公
園
緑
地
課

　
大
規
模
公
園
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合

　
�
0
5
2
（
953
）
5
3
2
9

　
（
県
建
設
部
公
園
緑
地
課
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合

　
県
公
園
緑
地
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　w
w

w
.p

re
f.a

ic
h
i.jp

/
k
o
e
n
/

勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
で
は

教
養
講
座
受
講
生
の

追
加
募
集
を
し
ま
す

　
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
�
23
‐
1
1
2
3

受
講
資
格

　
新
城
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

30
歳
未
満
の
青
少
年

　
無
料（
材
料
費
な
ど
は
別
途
必
要
）

受
付
期
間
　

　
10
月
20
日

（木）
か
ら
10
月
31
日

（月）

ま
で
の
土
・
日
曜
を
除
く
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

（
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
）

都
市
計
画
審
議
会

委
員
の
募
集

　
都
市
計
画
課

　
�
23
‐
7
6
4
0
�
23
‐
7
0
4
7

　to
s
h
i@

c
ity.s

h
in

s
h
iro

.a
ic

h
i.jp

　
市
で
は
、
都
市
計
画
に
市
民
の

皆
さ
ん
の
幅
広
い
意
見
を
取
り
入

れ
る
た
め
、
都
市
計
画
審
議
会
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

　
若
干
名

条
件
　
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の

　
方

任
期
　
平
成
17
年
12
月
１
日
〜

　
平
成
19
年
11
月
30
日
の
２
年
間

締
め
切
り
　
11
月
15
日

（火）

応
募
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　
性
別
、
職
業
、
略
歴
、
応
募
の

　
動
機
を
明
記
の
う
え
郵
便
ま
た

　
は
E
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
な

　
ス
ど
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
面
接

　
に
よ
り
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

平
成
18
年
度

愛
知
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
訓
練
生
募
集

　
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
�
0
5
3
3（
93
）2
1
0
2

　
�
0
5
3
3（
93
）6
5
5
4

　
〒
4
4
1
‐
1
2
3
1

　
宝
飯
郡
一
宮
町
大
字
一
宮
字
上

　
新
切
33
‐
14

普
通
課
程

　
高
校
卒
業
（
平
成
18
年
３
月
卒

　
業
見
込
み
含
む
）
ま
た
は
、
こ

　
れ
と
同
等
の
学
力
を
有
す
る
障

　
害
者

　
シ
ス
テ
ム
設
計
科
　２
年
　
15
人

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
科
　
２
年

　
10
人

短
期
課
程

　
義
務
教
育
修
了
（
平
成
18
年
３

　
月
卒
業
見
込
み
含
む
）
ま
た
は
、

　
こ
れ
と
同
等
の
学
力
を
有
す
る

　
障
害
者

　
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
１
年
　
　30
人

　
Ｃ
Ａ
Ｄ
設
計
科
　
１
年
　

20
人

　
デ
ザ
イ
ン
科

　
　
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ー
ス
１
年
　

20
人

　
　
Ｄ
Ｔ
Ｐ
コ
ー
ス
１
年

　
10
人

　
園
芸
科
　
　
　
　
１
年
　

　
ア
パ
レ
ル
科
　
　
１
年
　

40
人

　
彫
形
工
芸
科
　
　
１
年

　
入
学
願
書
お
よ
び
健
康
診
断
書

　
を
、
新
城
公
共
職
業
安
定
所
を

　
経
由
し
て
、
愛
知
障
害
者
職
業

　
能
力
開
発
校
へ
提
出

　
無
料

講座名

曜    日

時    間

年間回数

定    員

英会話

月

午後6時30分～8時30分

月4回

10人

生け花

月

月4回

10人

籐工芸

水

月4回

5人

茶   道

木

月4回

5人

フラワー
アレジ
メント

第3火

月1回

20人

■本

■本

■本

■鳳

■作

募
集
期
間

・
第
１
回
　
新
規
学
卒
者

　
10
月
３
日

（月）
か
ら
10
月
31
日

（月）

　
ま
で
　

・
第
2
回
　
一
般
（
新
規
学
卒
者

　
含
む
）

　
11
月
１
日

（火）
か
ら
11
月
30
日

（水）

　
ま
で

・
第
３
回

　
平
成
18
年
１
月
４
日

（水）
か
ら

　
２
月
17
日

（金）
ま
で

選
考
日

・
第
１
回
　

　
11
月
６
日

（日）

・
第
２
回

　
12
月
11
日

（日）

・
第
３
回

　
平
成
18
年
２
月
26
日

（日）

入
校
日

　
平
成
18
年
４
月
12
日

（水）

　
訓
練
で
必
要
な
工
具
は
お
貸
し

し
ま
す
。
た
だ
し
、
教
科
書
代
・

作
業
服
代
・
食
費
な
ど
は
実
費
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
通
校
が
不
便

な
方
で
、
寮
規
則
を
守
り
自
立
し

た
寮
生
活
の
で
き
る
方
は
、
寄
宿

舎
に
入
寮
で
き
ま
す
。

●em

●HP

●HP

●問●問

●受
●問

●応
●問

●問

●定

●定●定

●他

●申

●￥

●￥
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平
成
18
年
度

県
立
高
等
技
術
専
門
校

普
通
職
業
訓
練
生

（
普
通
課
程
）
募
集

　
東
三
河
高
等
技
術
専
門
校

　
宝
飯
郡
一
宮
町
大
字
一
宮
字
上

　
新
切
33
‐
４

　
�
0
5
3
3（
93
）
2
0
1
8
　

　
岡
崎
高
等
技
術
専
門
校

　
岡
崎
市
美
合
町
字
平
端
24

　
�
0
5
6
4（
51
）0
7
7
5

　
実
践
的
な
技
能
に
向
け
、
職
業

に
必
要
な
技
術
や
知
識
を
学
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
。

・
中
卒
コ
ー
ス
　
中
学
校
卒
業
程

　
度
の
学
力
を
有
す
る
原
則
30
歳

　
以
下
の
方

・
高
卒
コ
ー
ス
　
高
等
学
校
卒
業

　
程
度
の
学
力
を
有
す
る
原
則
30

　
歳
以
下
の
方

・
東
三
河
高
等
技
術
専
門
校

　
木
造
建
築
科
　

　
中
卒
コ
ー
ス
　
２
年
　
20
人

・
岡
崎
高
等
技
術
専
門
校

　
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科

　
高
卒
コ
ー
ス
　
２
年
　
20
人

　
入
学
願
書
を
、
入
校
を
希
望
す

る
高
等
技
術
専
門
校
へ
直
接
、
ま

た
は
新
城
公
共
職
業
安
定
所
を
経

由
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
入
校
検
定
料
　
４

，
４
０
０
円

　
入
校
料
　
　
　
５

，
６
５
０
円

　
授
業
料
　
年
間
５
７

，
６
０
０
円

　
（
金
額
は
一
部
変
更
さ
れ
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
）

選
考
方
法

　
入
校
を
希
望
す
る
高
等
技
術
専

　
門
校
で
、
筆
記
試
験
お
よ
び
面

　
接
を
実
施

募
集
期
間

・
高
卒
コ
ー
ス

　
11
月
１
日

（火）
〜
11
月
30
日

（水）

・
中
卒
コ
ー
ス

　
12
月
１
日

（木）
〜
平
成
18
年
１
月

　
６
日

（金）

選
考
日

・
高
卒
コ
ー
ス
　
12
月
９
日

（金）

・
中
卒
コ
ー
ス

　
平
成
18
年
１
月
20
日

（金）

入
校
日

　
平
成
18
年
４
月
12
日

（水）

若
者
支
援
フ
ェ
ア

（
東
三
河
）
参
加
者
募
集

　
県
産
業
労
働
部
就
業
促
進
課
　

　
�
0
5
2（

954
）6
3
6
6

　
�
0
5
2（

954
）6
9
2
7

   s
h

u
g

y
o

@
p

re
t.a

ic
h

i.lg
.jp

　
若
年
者
の
職
業
生
活
設
計
や
キ

ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
し
ま
す
。

　
11
月
1
日

（火）
　

　
 

午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
11
月
9
日

（水）
　
　

　
 

午
前
11
時
〜
午
後
7
時

　
11
月
10
日

（木）
　

　
 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
7
時

　
11
月
11
日

（金）
　

 
 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
7
時

　
11
月
12
日

（土）
　

 
 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
7
時

　
11
月
13
日

（日）

 
 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時

　
豊
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

　
（
カ
リ
オ
ン
ビ
ル
）

ア
ク
セ
ス

　
Ｊ
Ｒ
・
名
鉄
豊
橋
駅
か
ら
徒
歩
 

　
5
分

　
就
職
を
勝
ち
取
る
た
め
の
オ
ー

　
ダ
ー
メ
ー
ド
型
個
人
講
座
、
職

　
業
適
性
診
断
、
Ｆ
Ｍ
豊
橋
パ
ー

　
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
よ
る
講
演
会
、

　
職
場
見
学
会
な
ど

　
30
歳
未
満
の
求
職
者
（
大
学
生

　
な
ど
の
学
生
を
含
む
）

　
無
料

　
10
月
31
日

（月）
ま
で
に
、
希
望
の

催
し
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
を
、

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
郵
送
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　w
w

w
.p

ref.aich
i.jp

/sh
u
g
y
o/tiik

i

障
害
者
在
職
者
対
象

訓
練
受
講
生
募
集

　
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
�
0
5
3
3（
93
）2
2
1
0
2

　
�
0
5
3
3（
93
）6
5
5
4

コ
ー
ス
　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
2
0
0
3
）

　
11
月
26
日

（土）
、
27
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
午
後
4
時
30
分

　
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
10
人

　
無
料

応
募
締
め
切
り
・
方
法

　
11
月
11
日

（金）
ま
で
に
、
電
話
ま

　
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

聞
こ
え
と
こ
と
ば
に

心
配
の
あ
る
乳
幼
児
の

教
育
相
談

　
豊
橋
聾
学
校

　
�
0
5
3
2（
45
）2
0
4
9

　
�
0
5
3
2（
45
）7
5
4
5

　
聞
こ
え
と
こ
と
ば
に
心
配
の
あ

る
お
子
さ
ん
の
、
教
育
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
聴
覚
に
障
害
の
あ

る
お
子
さ
ん
の
指
導
は
、
早
期
開

始
が
大
切
で
す
。
電
話
で
の
受
付

も
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
4
時

　
聴
覚
障
害
乳
幼
児
（
０
〜
６
歳
）

　
聴
覚
に
つ
い
て
の
検
査
、
こ
と

　
ば
の
育
て
方
の
指
導
、
補
聴
器

　
使
用
の
指
導
、
養
育
に
つ
い
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
、
そ
の
他
小
中
学

生
の
聴
力
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

県
労
働
安
全
衛
生

相
談
員
派
遣
制
度

　
県
新
城
設
楽
事
務
所

　
産
業
労
働
課

　
�
0
5
3
6（
23
）2
1
1
1

　
　
内
線
2
2
3

　
�
0
5
3
6（
23
）6
9
5
0

　
労
働
安
全
衛
生
に
関
す
る
こ
と

な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
専
門
家
が
あ
な
た
の
事

業
所
に
訪
問
し
て
、
ご
相
談
に
お

こ
た
え
し
ま
す
。

　
県
で
は
労
働
安
全
衛
生
の
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
12
人
を
委
嘱
し
、

無
料
、
秘
密
厳
守
で
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
例

・
安
全
管
理
組
織
を
作
り
た
い

・
第
三
者
に
よ
る
安
全
診
断
チ
ェ

　
ッ
ク
を
し
た
い

・
職
場
の
安
全
衛
生
教
育
を
実
施

　
し
た
い

・
成
人
病
予
防
の
た
め
、
生
活
習

　
慣
の
見
直
し
を
さ
せ
た
い

対
応
例

・
工
場
巡
回
に
よ
る
危
険
要
因
の

　
指
摘
、
改
善
策
の
掲
示

・
安
全
衛
生
委
員
会
の
取
り
組
み

　
に
対
す
る
助
言

・
従
業
員
へ
の
安
全
衛
生
講
話

・
相
談
項
目
に
対
す
る
改
善
措
置

　
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

●HP

●時

●問

●問

●問

●問●時 ●時

●所●内

●内

●対

●対●定●申

●申

●申

●対

●時●時●時 ●所

●所●定

●所●所 ●内●内 ●内●内 ●内 ●内 ●内

●￥

●￥

●￥

●￥

●em
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市
遺
児
手
当
の
振
込
み

　
手
当
を
振
り
込
み
ま
す
の
で
、

受
給
者
の
皆
さ
ん
は
金
融
機
関
で

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
転
居
・
転

出
な
ど
の
際
は
、
児
童
課
へ
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
障
害
者
手
当
な
ど

の
振
込
み

　
手
当
を
振
り
込
み
ま
す
の
で
、

受
給
者
の
皆
さ
ん
は
金
融
機
関
で

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
転
居
・
転

出
な
ど
の
際
は
、
福
祉
課
へ
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
手
当
の
振
込
み

　
障
害
者
の
皆
さ
ん
に
障
害
者
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
身
体
・
知
的
障
害
者
更
生
施

設
な
ど
の
社
会
福
祉
施
設
に
入
所

さ
れ
た
場
合
は
、
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特
別
障
害
者

手
当
等
受
給
者
は
、
こ
の
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
遺
児
手
当
の
所
得
制
度
が

撤
廃
さ
れ
ま
し
た

　
　
　児
童
課　
�
23
‐
7
6
2
2

　
合
併
に
と
も
な
い
手
当
の
所
得

制
限
が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
。
所
得

制
限
で
申
請
で
き
な
か
っ
た
方
や
、

新
た
に
該
当
す
る
方
な
ど
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
18
歳

以
下
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童
を

監
護
・
養
育
し
て
い
る
方

�
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

�
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

�
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
に

　
あ
る
児
童

�
父
ま
た
は
母
が
行
方
不
明
や
遺

　
棄
、
拘
禁
な
ど
で
、
右
の
項
目

　
に
準
ず
る
状
態
の
児
童

　
児
童
1
人
に
つ
き

　
月
額
２，
０
０
０
円

詳
し
く
は
児
童
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

介
護
手
当
の
振
込
月
の
変
更

　

介
護
高
齢
課
�
23
‐
7
6
8
8

　
合
併
に
と
も
な
い
、
介
護
手
当

の
振
込
月
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
作
手
地
区
の
方
は
今
ま

で
ど
お
り
で
す
。

「
愛
知
県
最
低
賃
金
」
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

豊
橋
労
働
基
準
監
督
署

　

�
0
5
3
2
（
54
）
1
1
6
1

　
10
月
1
日
か
ら
時
間
額
688
円
に

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
愛
知
県
の

産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、

現
在
改
正
の
た
め
調
査
審
議
中
で

す
の
で
、
今
後
の
改
正
状
況
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

「
社
長
さ
ん　
あ
な
た
の

義
務
で
す
　労
働
保
険
」

知
ら
な
い
の
は
問
題
で
す
。

入
ら
な
い
の
は
大
問
題
で
す
。
　

　

新
城
公
共
職
業
安
定
所

　
�
22
‐
1
1
6
0

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
で
も
一

定
の
基
準
に
該
当
す
れ
ば
、
加
入

手
続
が
必
要
で
す
。

（
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20

時
間
以
上
で
、
１
年
以
上
引
き
続

き
雇
用
さ
れ
る
見
込
み
が
文
書
で

定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
）

個
人
事
業
税
第
2
期
分

の
納
税
を
お
忘
れ
な
く

　
東
三
河
県
税
事
務
所
課
税
第
一
課

　
�
0
5
3
2
（
54
）
5
1
1
1

 
内
線
2
6
5

　
個
人
事
業
税
第
２
期
分
の
納
期

限
は
、
11
月
30
日

（水）
で
す
。
11
月

中
旬
に
県
か
ら
納
付
書
が
送
ら
れ

ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
最
寄

り
の
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
税
は
、
便
利
で
安
全

な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
預（
貯
）

金
口
座
に
ご
使
用
の
印
鑑
を
お
持

ち
の
う
え
、
取
引
を
さ
れ
て
い
る

金
融
機
関
ま
た
は
東
三
河
県
税
事

務
所
課
税
第
一
課
へ
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

■本

■本

■鳳

■作

●問
■本
●問

人
権
擁
護
委
員
に
山
口
一
重

さ
ん
再
任

　
　
　市
民
課
　�
23
‐
7
6
2
8
　

　
山
口
一
重
さ
ん（
新
城
地
区
塩
沢
）

が
、
10
月
1
日
に
法
務
大
臣
の
委

嘱
を
受
け
て
、
人
権
擁
護
委
員
に

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ

な
い
よ
う
に
監
視
し
た
り
、
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
日
、
場
所
な
ど
は
、
各
月

　
の
「
広
報
し
ん
し
ろ
」
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

地区名鳳来地区
作手地区

新城地区

10
月
〜
11
月
分

8
月
〜
11
月
分

11月30日（水） 

支
給
対
象
月

振込日

地区名鳳来地区
作手地区

新城地区

10
月
〜
11
月
分

8
月
〜
11
月
分

11月30日（水） 

支
給
対
象
月

振込日

8
月
〜
10
月
分

11月10日（木） 

特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

経
過
的
福
祉
手
当

手
当
の
種
類

振込日

1,000円 1,200円 2,400円 2,800円

身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級

療
育
手
帳
A
判
定

精
神
障
害
者
手
帳
1
級

身
体
障
害
者
手
帳
3
級

療
育
手
帳
B
判
定

精
神
障
害
者
手
帳
2
級

身
体
障
害
者
手
帳
5
・
6
級

療
育
手
帳
C
判
定

精
神
障
害
者
手
帳
3
級

身
体
障
害
者
手
帳
4
級

対

象

者

月額

11
月

3
月

7
月

8
月
〜
11
月
分

12
月
〜
3
月
分

4
月
〜
7
月
分

振
込
月

該

当

月

■本
●問●問

●問●問

●申 ●時●時●対

●対

●時 ●所●所●所 ●内●内 ●内●内 ●内 ●内 ●内●￥

●￥
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所
得
税
の
予
定
納
税

第
2
期
分
の
納
税
を

お
忘
れ
な
く
　

　
所
得
税
の
予
定
納
税
第
２
期
分

の
納
税
の
期
間
は
、
11
月
１
日

（火）

か
ら
30
日

（水）
ま
で
で
す
。

　
納
税
す
る
金
額
は
、
６
月
中
旬

に
税
務
署
か
ら
郵
送
さ
れ
て
い
る

「
予
定
納
税
額
の
通
知
書
」
に
記

載
さ
れ
た
第
２
期
分
の
金
額
で
す
。

納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
税
は
、
便
利
で
安
全

な
口
座
振
替
の
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
手
続
き
は
、
預
（
貯
）
金
口
座

に
ご
使
用
の
印
鑑
を
持
参
し
、
取

引
を
さ
れ
て
い
る
銀
行
、
郵
便
局

な
ど
の
金
融
機
関
、
ま
た
は
税
務

署
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
都
市
再
生
街
区
基
本
調

査
」
に
伴
う
測
量

 
国
土
地
理
院
中
部
地
方
測
量
部

 
 測

量
課

　
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
担
当

 
�
0
5
2
（
961
）
5
5
9
0

 
都
市
再
生
機
構
中
部
支
社
都
市
 

□
再
生
企
画
部

　
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
担
当

　
�
0
5
2
（
968
）
3
3
5
3
　

国
土
交
通
省
の
実
施
す
る
「
都
市

再
生
街
区
基
本
調
査
」
の
一
環
と

し
て
、
国
土
地
理
院
お
よ
び
独
立

行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
、
測

量
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
作
業
は
道
路
上
で
実
施
し
ま
す

の
で
、
原
則
と
し
て
個
人
の
敷
地

内
に
立
ち
入
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
作
業
期
間
中
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
11
月
〜
平
成
19
年
３
月

　
市
の
市
街
化
区
域

　
①
現
地
踏
査
（
公
共
基
準
点
な

　
ど
の
状
況
調
査
）

 
②
測
量
作
業
（
基
準
点
の
設
置
 

 

□
お
よ
び
街
区
の
角
な
ど
の
測
量
）

図
書
館
だ
よ
り

　
新
城
図
書
館

�
23
‐
2
3
3
3

　
11
月
は
、
最
近
入
っ
た
郷
土
図

書
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
市
町
村

合
併
を
機
に
、
「
ふ
る
さ
と
」
を

見
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
　

・「
東
三
河
今
昔
写
真
集
　
保
存
版
」

原
田
直
実
／
編
　
樹
林
舍
／
刊

　
一
般
か
ら
募
集
し
た
未
発
表
写

真
で
今
昔
を
対
比
し
て
い
ま
す
。

・「
愛
知
県
の
歴
史
散
歩
」
上
下
　

愛
知
県
高
校
郷
土
史
研
究
会
／
編

山
川
出
版
社
／
刊

　
全
面
改
訂
版
で
、
下
巻
が
三
河

地
方
で
す
。

・「
読
み
が
た
り
愛
知
の
む
か
し
話
」

愛
知
の
む
か
し
話
の
会
／
編
　

日
本
標
準
／
刊

　
方
言
の
味
わ
い
を
そ
の
ま
ま
生

か
し
て
、
書
か
れ
て
い
ま
す
。

・「
麗
し
き
ふ
る
さ
と
　
鳳
来
」
　

梶
村
史
麿
／
著
　
風
出
版
／
刊

　
鳳
来
の
美
し
い
自
然
や
、
人
々

の
暮
ら
し
を
撮
影
し
た
写
真
集
で

す
。

図
書
館
利
用
者
登
録
整
理

 
新
城
図
書
館

�
23
‐
2
3
3
3

 

新
城
図
書
館
で
は
、
合
併
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
切
り
替
え
を
期
に
、

平
成
18
年
１
月
末
に
図
書
館
利
用

者
の
皆
さ
ん
の
図
書
カ
ー
ド
登
録

整
理
を
行
い
ま
す
。
平
成
11
年
１

月
31
日
か
ら
７
年
間
、
図
書
カ
ー

ド
に
よ
る
貸
出
し
の
な
い
方
は
、

一
度
登
録
整
理
（
除
籍
）
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

登
録
整
理
（
除
籍
）
を
さ
れ
た

方
で
、
図
書
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、

新
た
に
申
込
み
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
対
象
の
方
で
今
後
、

継
続
貸
し
出
し
を
希
望
さ
れ
る
方

は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
お
知
ら
せ

　
平
成
17
年
８
月
15
日
発
行
の
合

併
協
議
会
だ
よ
り
第
25
号
で
紹
介

し
た
、
住
所
表
示
の
「
新
城
市
四

谷
」
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
小
字

名
は
省
略
し
て
表
示
し
ま
す
。

ご
寄
贈
、
ご
奉
仕

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

寿
楽
荘

�
太
極
拳
金
曜
会
・
て
ま
り
会

�
夏
目
豊
志
慶
・
島
三
保
子

　
立
正
佼
成
会
・
蒔
田
章
代

　
は
ぐ
る
ま
の
会

　
Ｍ
Ｏ
Ａ
光
輪
花
ク
ラ
ブ
（
富
岡
）

　
林
昭
三
・
㈲
福
田
園

�
㈱
あ
み
や
商
事
・
梅
岡
き
み

　
南
部
地
区
更
生
保
護
女
性
会

　
柿
野
正
代
・
藤
野
清
孝

教
育
委
員
会

�
綱
引
き
用
ロ
ー
プ
　
６
本

　
（有）
ボ
イ
ス
（
蒲
郡
市
）

市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　傷 負　傷 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

16年 21

26

＋5

223

218

－5

0

0

±0

2

0

－2

33

39

＋6

311

302

－9

33

39

＋6

313

302

－11

107

95

－12

990

943

－47

17年

増減

16年

17年

増減

分

9
月
中

累

計

（
9
月
末
現
在
）

●問

●問

●問

●申 ●時●時●対

●時

●所●所

●所

●所 ●内●内 ●内●内 ●内

●内

●内 ●内●￥
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妊
産
婦
・
一
般
歯
科
健
康
診
査

（
要
申
込
）

　
妊
産
婦
、
一
般
（
成
人
）
の
方

　
11
月
16
日

（水）

　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分
　

　
歯
科
健
康
診
査

　
母
子
健
康
手
帳
（
妊
産
婦
の
方
）
、

　
健
康
手
帳

　
無
料

11
月
23
日
（
水
・
祝
）

「
健
康
ひ
ろ
ば
」
開
催

①
�乳

幼
児
歯
科
健
康
診
査

　
生
後
１
歳
３
カ
月
未
満
の
乳
幼
児

　
午
前
９
時
45
分
〜
11
時
30
分

　
歯
科
健
康
診
査
・
歯
科
個
別
相

　
談
・
フ
ッ
素
塗
布

　
母
子
健
康
手
帳

　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
必
ず

　
歯
み
が
き
を
し
て
き
ま
し
ょ
う
。

②
�骨

密
度
測
定
（
要
申
込
）

　
成
人
の
方
　
　

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
　

　
骨
密
度
測
定
・
試
食

　
無
料

③
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）

表
彰
式

　
広
報
７
月
号
な
ど
で
募
集
し
た

満
80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
20
本

以
上
あ
る
方
が
、
歯
科
医
師
会
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
す
。

が
ん
検
診
を
行
い
ま
す

①
肺
が
ん
検
診
（
喀
た
ん
検
査
）

　
11
月
１
日

（火）
〜
25
日

（金）

　
自
宅
で
３
日
間
た
ん
を
採
り
、

　
提
出
す
る
。

　
500
円

※
容
器
な
ど
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

　
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

　
11
月
５
日

（土）

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
子
宮
が

　
ん

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・

　
子
宮
が
ん
　
各
500
円

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

　
11
月
24
日

（木）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
　

　
リ
ハ
ビ
リ
体
操
・
訓
練
（
音
楽

　
を
楽
し
も
う
）
・
血
圧
測
定
・

　
健
康
相
談
な
ど

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
�
32
‐
2
8
1
1

※
会
場
は
記
載
が
な
い
限
り
、
鳳

　
来
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す
、
対
象

　
者
は
原
則
鳳
来
地
区
の
方
に
な

　
り
ま
す
。

教
　
室

乳
児（
こ
ろ
こ
ろ
）教
室
（
予
約
制
）

　
11
月
10
日

（木）
　
午
前
9
時
15
分

　
平
成
16
年
11
月
〜
平
成
17
年
1

　
月
出
生
児

　
母
子
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー
ト
票
、

　
保
護
者
の
歯
ブ
ラ
シ
な
ど

ぽ
か
ぽ
か
教
室

（
中
高
年
向
き
の
体
操
教
室
）

　
11
月
18
日

（金）
　
午
前
9
時
30
分

　
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）

機
能
訓
練
教
室
　
い
か
ま
い
会

　
11
月
18
日

（金）
　
午
後
1
時
30
分

　
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）

健
　
診

３
歳
児
健
診

　
11
月
7
日

（月）
　
午
後
1
時
15
分

　
平
成
14
年
8
月
〜
10
月
出
生
児

　
母
子
手
帳
、
問
診
票
、
目
と
耳

　
の
ア
ン
ケ
ー
ト
ほ
か

妊
産
婦
歯
科
健
診
（
予
約
制
）

　
11
月
7
日

（月）
　
午
後
1
時
20
分

　
母
子
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ

予
防
接
種

①
麻
し
ん

　
11
月
8
日

（火）
　
午
後
１
時
30
分

　
平
成
16
年
9
・
10
月
出
生
児
と

　
7
歳
6
カ
月
未
満
で
未
接
種
の

　
子

　
母
子
手
帳
・
予
診
票

②
Ｂ
Ｃ
Ｇ

　
11
月
8
日

（火）
　
午
後
2
時

　
平
成
17
年
6
月
8
日
〜
8
月
7

　
日
出
生
児
と
6
カ
月
未
満
で
未

　
接
種
の
子

　
母
子
手
帳
・
予
診
票

●時

●時

●時●時

●内●内

●時

●時

●持●持

●持●時●時 ●持

●持

●対●対

●対

●受●対●受 ●￥●￥●￥

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
�
23
‐
8
5
5
1

　
会
場
は
い
ず
れ
も
新
城
保
健
セ

ン
タ
ー
で
、
対
象
者
は
原
則
新
城

地
区
の
方
に
な
り
ま
す
。

予
防
接
種

①
Ｂ
Ｃ
Ｇ

　
平
成
17
年
８
月
１
日
か
ら
８
月

　
31
日
ま
で
の
出
生
児

　
11
月
29
日

（火）
　

②
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百

　
日
せ
き
・
破
傷
風
）
１
期
初
回

　
平
成
16
年
12
月
１
日
か
ら
平
成

　
17
年
３
月
31
日
ま
で
の
出
生
児

一
回
目

　
11
月
７
日

（月）
・
14
日

（月）

二
回
目

　
12
月
５
日

（月）
・
12
日

（月）

三
回
目

　
１
月
12
日

（木）
・
16
日

（月）

　
①
、
②
と
も

　
受
付
開
始
時
間
　
午
後
1
時
15
分

（
実
施
開
始
時
間
は
、
午
後
1
時
30

　
分
で
す
。
で
き
る
だ
け
2
時
ま
で

　
に
会
場
に
お
入
り
く
だ
さ
い
）

　
母
子
健
康
手
帳

マ
マ
と
パ
パ
の
教
室（
要
申
込
）

　
妊
婦
と
そ
の
夫

　
（
３
日
で
１
コ
ー
ス
）
　

　
11
月
８
日

（火）
・
15
日

（火）
・
22
日

（火）

　
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

　
母
子
健
康
手
帳
、室
内
シ
ュ
ー
ズ

乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

�
23
‐
8
5
5
1

区　　分

日　　程

受付時間

会　　場

対　　象

持 ち 物

そ の 他

4カ月児健診 1歳6カ月児健診 3歳児健診

11月11日（金）

午後1時～1時30分

新城保健センター

満4カ月を過ぎた子

母子健康手帳

11月30日（水）

平成16年5月生まれの子

母子健康手帳

11月2日（水）

平成14年10月生まれの子

母子健康手帳
健康診査票 健康診査票・目と耳のアンケート

個人通知します 個人通知します

●時●時●時●時●時 ●持●持 ●対

●問

●問

●問

●対●対 ●受

●時 ●時●時 ●内●内

●内

●内●対 ●受●￥ ●￥

●時●持●時●持●時●時 ●持●時●持●対 ●対●時●持●持 ●対●時●対
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健
康
づ
く
り
掲
示
板

　「
元
気
し
ん
し
ろ
21
」

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

�
23
‐
8
5
5
1

　
平
成
15
年
の
健
康
増
進
法
の
施

行
に
と
も
な
い
健
康
づ
く
り
が
新

城
地
区
、
鳳
来
地
区
、
作
手
地
区

で
そ
れ
ぞ
れ
計
画
が
策
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
掲
示
板
は
、
旧
新

城
市
の
「
元
気
し
ん
し
ろ
21
」
各

分
野
の
紹
介
で
す
。

歯
の
健
康

目
標
「
自
分
の
歯
に
関
心
を
も
つ
」

　
「
８
０
２
０
運
動
」
を
ご
存
知

で
す
か
？
80
歳
で
20
本
の
歯
を
残

そ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

　
８
０
２
０
運
動
達
成
の
た
め
、

今
す
ぐ
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院

に
か
か
り
ま
し
ょ
う
。
す
で
に
20

本
な
く
て
も
、
あ
き
ら
め
ず
、
80

歳
に
な
っ
て
か
ら
で
も
定
期
的
に

か
か
り
ま
し
ょ
う
。

〜
各
世
代
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
〜

�
乳
児
　

　
母
子
感
染
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

生
ま
れ
た
て
の
赤
ち
ゃ
ん
の
口
の

中
は
無
菌
で
す
。
保
育
者
の
口
う

つ
し
や
歯
ブ
ラ
シ
、
箸
、
ス
プ
ー

ン
な
ど
の
共
有
で
、
唾
液
に
ま
じ

っ
た
虫
歯
菌
が
赤
ち
ゃ
ん
に
う
つ

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の

虫
歯
予
防
の
た
め
、
妊
婦
さ
ん
は

も
ち
ろ
ん
、
ま
ず
お
う
ち
の
人
が

お
口
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

�
子
ど
も

　
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
で
過

ご
す
と
、
そ
れ
だ
け
で
も
虫
歯
に

な
り
に
く
い
も
の
で
す
。
決
ま
っ

た
時
間
に
、
姿
勢
良
く
、
し
っ
か

り
か
ん
で
食
べ
る
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
定
期
的
に
通
院
し
て
、

子
ど
も
の
う
ち
か
ら
正
し
い
歯
の

み
が
き
方
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

�
大
人
（
〜
60
歳
代
）

　
歯
周
病
菌
が
原
因
で
、
身
体
の

不
調
を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

歯
周
病
は
心
臓
病
、
低
体
重
児
出

産
、
早
産
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
喫
煙
習
慣
、
糖
尿
病
、

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
歯
周
病
を
悪

化
さ
せ
ま
す
。

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
歯
周
病
の

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
に
は
か
か
り
つ
け
歯

科
医
を
持
ち
、
定
期
的
に
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

�
高
齢
者
（
70
歳
代
〜
）

　
高
齢
の
方
に
は
、
口
の
中
の
細

菌
感
染
に
よ
る
「
誤
嚥
性
肺
炎
」

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
寝
た
き
り

の
高
齢
の
方
に
は
と
く
に
多
く
、

万
が
一
、
体
が
不
自
由
に
な
っ
た

場
合
も
、
家
族
、
歯
科
医
師
、
歯

科
衛
生
士
の
協
力
で
お
口
の
ケ
ア

を
続
け
ま
し
ょ
う
！

☆
歯
科
医
院
と
は
一
生
の
お
つ
き
あ
い
☆

お
知
ら
せ

医
療
機
関
で
の
子
宮
検
診

　
11
月
1
日

（火）
〜
12
月
3
日

（土）

　
荻
野
医
院
（
長
篠
）

診
療
時
間

　
午
前
8
時
30
分
〜
正
午

　
午
後
5
時
〜
7
時

�
※
水
曜
・
土
曜
日
の
午
後
、
日
・

　
祝
日
は
休
診

　
1,
3
0
0
円

（
医
療
機
関
で
支
払
い
）

　
鳳
来
地
区
に
住
所
の
あ
る
20
歳

　
以
上
の
方
（
昭
和
61
年
3
月
31

　
日
生
ま
れ
以
前
）

　
※
今
年
、
子
宮
が
ん
の
検
診
を

　
受
け
て
い
な
い
方

受
診
方
法

　
健
康
保
険
証
を
持
参
し
、
直
接

　
荻
野
医
院
で
受
診
し
て
く
だ
さ

　
い
。

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
�
37
‐
2
8
3
9

※
会
場
は
記
載
が
な
い
限
り
、
作

　
手
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す
。
対
象

　
者
は
原
則
作
手
地
区
の
方
に
な

　
り
ま
す
。

社
会
復
帰
教
室
「
い
っ
ぷ
く
の
森
」

　
11
月
1
日

（火）
　
午
前
10
時
〜

予
防
接
種

ポ
リ
オ

　
11
月
8
日

（火）
・
午
後
1
時
30
分
〜

母
親
教
室

　
11
月
24
日

（木）
　
午
前
10
時
〜

1
歳
半
・
3
歳
児
健
診

　
11
月
24
日

（木）
　
午
後
1
時
30
分
〜

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー
開
放
日

　
11
月
4
日

（金）
・
11
日

（金）
・

　
18
日

（金）
・
25
日

（金）

　
午
前
9
時
〜
正
午

　
就
園
前
の
乳
幼
児

●時●持●時●持

●時

●時 ●持●時●持 ●持

●￥ ●所

●対

●対

ご

え

ん

せ

い

は

い

え

ん

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

女性悩みごと相談

身体障害者福祉相談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無料住宅耐震相談

パソコン悩みごと相談

健 康 相 談

医師による健康相談

こころの健康相談

能登瀬いきいき広場

す こ や か 相 談

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

新城保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

しんしろ福祉会館

しんしろ福祉会館

鳳来開発センター

社会福祉協議会作手センター

行 政 課

しんしろ福祉会館

市民体育館第１第2会議室

市民体育館第１第2会議室

勤労青少年ホーム

新城まちなみ情報センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

東部高齢者生きがいセンター

鳳来保健センター

毎週月～金曜日（要予約）

11/7（月）午前9時～11時（要予約）

11/7（月）午前9時～11時（要予約）

毎週月～金曜日午前10時～午後5時（要予約）

11/10（木）午前10時～午後3時（要予約）

11/9(水）、16（水）午後1時～4時（要予約）11/1から予約受付

11/4(金）、18(金）午後1時～4時

11/２(水）、１６(水）午後１時～４時

11/7(月）午後１時～４時

11/10(木）、24(木）午前10時～午後2時

11/11(金）、11/25(金）午後1時～4時

11/8（火）午後1時～4時

11/22（火）午前10時～午後3時

11/5（土）、19（土）午前9時～正午（要予約）

毎週土曜日　午前9時～午後5時（要予約）

毎週月曜日　午前9時30分　

１１/9(水）　午後1時30分（要予約）（健康手帳持参）

１１/14(月）　午前10時（要予約）

１１/24(木）　午前10時（健康手帳持参）

１１/30(水）　午前9時30分（母子手帳持参）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

新城保健センター

指 導 室

司法書士会

社会福祉協議会

社会福祉協議会

社会福祉協議会鳳来センター

社会福祉協議会作手センター

フリーダイヤル

社会福祉協議会

市 民 課

保険医療課

都市計画課

新城まちなみ情報センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

�23-7366

�23-8551

�23-8551

�23-7652

�22-4076

�23-5618

�23-5618

�32-0553

�38-1481

�0120-874-412

�23-5618

�23-7628

�23-7625

�23-7640

�24-0001

�32-2811

�32-2811

�32-2811

�32-2811

�32-2811

相談名など� 　　　　と　　　　　き�　　　　　 ところ� 　申し込み・問い合わせ�

11月の各種相談 ※印は前々日までにご予約ください

※

●時●時

●問

●問●時●時

●時●対
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新城広域

事務組合

（23)7671

11月の夜間緊急医・休日診療所

夜間緊急医輪番表（午後7時～11時）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

静 巌 堂 医 院

な が し の クリ ニ ック

西 新 町 内 科 外 科 医 院

荻 野 医 院

茶 臼 山 厚 生 病 院

森 下 医 院

織 田 医 院

原 田 小 児 科 内 科 医 院

永 田 内 科

く ま が い 医 院

さ く ら 眼 科

星 野 病 院

中 村 医 院

石川整形外科クリニック

緑 が 丘 診 療 所

あ いきょうクリニック

今 泉 医 院

おさだファミリークリニック

宮 本 病 院

富 岡 診 療 所

皮フ科 新 栄クリニック

内 山 医 院

ほ うら い ク リ ニ ッ ク

春 日 眼 科

西 新 町 内 科 外 科 医 院

今 泉 病 院

村 松 内 科

森 下 医 院

中 村 医 院

富 岡 診 療 所

（ 海 老 ）

（ 長 篠 ）

（ 東 新 町 ）

（ 長 篠 ）

（ 富 沢 ）

（ 布 里 ）

（ 下 吉 田 ）

（ 大 野 田 ）

（ 諏 訪 ）

（ 富 永 ）

（ 上 平 井 ）

（ 大 野 ）

（ 的 場 ）

（ 平 井 ）

（ 緑 が 丘 ）

（ 大 野 田 ）

（ 玖 老 勢 ）

（ 本 町 ）

（ 海 老 ）

（富岡中部）

（ 平 井 ）

（ 平 井 ）

（ 大 野 ）

（ 杉 山 ）

（ 東 新 町 ）

（ 栄 町 ）

（ 東 新 町 ）

（ 布 里 ）

（ 的 場 ）

（富岡中部）

35－0022

32－3223

22－0372

32－0020

22－2266

36－0002

34－0021

23－3221

23－3301

23－6800

22－4100

32－1515

22－2863

24－6500

24－4026

24－1777

35－1003

23－7772

35－0811

26－1001

24－6022

24－1212

32－1026

24－3222

22－0372

22－1150

22－0026

36－0002

22－2863

26－1001

外来のみで、午後7時から11時までですので受診を希望される方は、
容態を事前に連絡してお越しください。また、緊急医は都合で変わる
ことがあります。

夜間緊急医

　みなさんからの医療機関の問い合わせに

対し、県救急医療情報センターが、365日

24時間体制で、最寄の医療機関を案内して

います。

　なお、インターネットで直接検索するこ

とができます。

　救急医療センター　　�22－1133

　　http：／／www．qq．pref．aichi．jp／

　午後11時から翌朝午前8時までと休日診

療所診療時間外は、新城市民病院で対応し

ます。

問い合わせ　新城市民病院　�22－2171

　くすり・医療用品などに関する緊急の相談・

質問など。

問い合わせ　新城薬剤師会

　　　開設時間　午後9時～翌朝午前9時

　　　� 090－5007－1200

　　医科・歯科を開設しています。

診療時間

　　医科（午前9時30分～午後4時30分）

　　歯科（午前9時～正午）

開 設 日

　　11月3日（木）・ 6日（日）

　　　　13日（日）・20日（日）

　　　　23日（水）・27日（日）

開設場所

　　新城市矢部字上ノ川1番地の8

　　新城休日診療所　�23－3665

　診療は、外来のみです。

　利用されるときは、必ず「健康保険証」

などをご持参ください。

県救急医療情報システム

休　日　診　療　所

深　夜　な　ど　の　対　応

く　す　り　安　心　電　話

救急医療は、多くの人の善意によって支えられています。
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平成17年度 後期 納税などのお知らせ
10月 11月 12月 1月 2月 3月

納期限 (口座振替日)

3期分

3期分

3期分

3期分

3期分

4期分

4期分

4期分 5期分

5期分

5期分 6期分 7期分 8期分 9期分 10期分

6期分

6期分

4期分

4期分

4期分

7期分 9期分

31（月）

5期分
28（金）

10月分

11（火）
11月分

8（火）
12月分

8（木）
1月分

10（火）
2月分

8（水）
3月分

8（水）

10月分

28（金）
11月分

28（月）
12月分

26（月）
1月分

30（月）
2月分

28（火）
3月分

28（火）

10月分

31（月）
11月分

30（水）
12月分

26（月）
1月分

31（火）
2月分

28（火）
3月分

31（金）

10月分
鳳来地区は
28（金）

4期分
鳳来地区は
28（金）

11月分
鳳来地区は
28（月）

12月分 2月分
1月分

鳳来地区は
30（月）

3月分
鳳来地区は
28（火）

6期分
28（月）

4期分
（9・10月分）

4期分
（9・10月分）

5期分
（11・12月分）

5期分
（11・12月分）

6期分
（1・2月分）

4期分
（9・10月分）

5期分
（11・12月分）

6期分
（1・2月分）

6期分
（1・2月分）

8期分
30（月）

10期分
28（火）

30（水） 26（月） 31（火） 28（火） 31（金）

市県民税 (新城地区)

集合税 (鳳来地区)

市県民税 (作手地区)

固定資産税・都市計画税
(新城地区)

上下水道料金
簡易水道料金

農業集落排水使用料

下水道事業受益者負担金

市営住宅使用料

し尿汲取り手数料

新城地区

鳳来地区

作手地区

介護保険料

国民健康保険税
(新城地区)

国民健康保険税
(作手地区)

固定資産税 (作手地区)

納期限は、これまでと同じです。納期限をご確認のうえ納付してください。�                   

口座振替の方は、すでにお申し込みいただいている指定口座から引落します。預貯金の残高をご確認ください。�                   

口座振替をご希望の方は、税務課または各総合支所税務窓口、金融機関へお問い合わせください。�                  
                    

　◎水道料金と公共下水道使用料・地域下水道は一本化します。一枚の納付書で水道料金と下水道使用料を納めることになります。�

 　　口座振替利用の場合、一部の金融機関で、預金通帳への表示が｢スイドウ」と表示される場合があります。

　　明細は、検針時にお届けする「上下水道使用水量等のお知らせ」でご確認ください。�                  

　◎上下水道料金・簡易水道料金・農業集落排水使用料の納付書が変わります。ハガキ三ツ折の納付書になります。�                   

　◎平成18年度から集合税（鳳来地区）は廃止されます。�                  

                    

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　税 務 課 　　�23-7615                    

保育料

む
く
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平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、
新

し
く
入
園
を
希
望
さ
れ
る
乳
幼
児

　
11
月
７
日

（月）
か
ら
、
保
育
園
、

児
童
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
福
祉

健
康
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

　
入
園
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、
希
望
さ
れ
る
保
育
園
へ
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
、
在
園
中
の
お
子
さ

ん
で
保
育
に
欠
け
な
い
児
童
（
私
的

契
約
児
）
の
場
合
は
、
同
様
に
入
園

申
込
み
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
保
育
園
の
定
員
を
超
え
た
時
は
、

抽
選
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
受
付
お
よ
び
面
接
日
程
で
入
園
申
込
み

が
で
き
な
い
方

　
新
城
地
区
の
保
育
園
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
12
月
８
日

（木）
か
ら
28
日

（水）
ま
で
に
、

児
童
課
ま
た
は
希
望
す
る
保
育
園
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
鳳
来
地
区
お
よ
び
作
手
地
区
の
園
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
２
月
10
日

（金）
以
降
、
各

総
合
支
所
福
祉
健
康
課
ま
た
は
希
望
保
育

園
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
土
・
日
曜
・
祝
日
を
除
き
ま
す
）

平
成
18
年
度 

保
育
園
入
園
受
付
の
お
知
ら
せ

来
年
4
月
か
ら
新
し
く
入
園
を
希
望
さ
れ
る
乳
幼
児
の
入
園
手
続
き
を
行
い
ま
す

　
入
園
希
望
の
対
象
児

　
入
園
の
手
続
き

　
入
園
申
込
書
の
配
布

問
い
合
わ
せ

新
城
市
役
所
　

児
童
課
　
児
童
福
祉
係
　

�
23
‐
7
6
2
2

鳳
来
総
合
支
所
　福
祉
健
康
課
　
　
福
祉
係
　

�
32
‐
1
9
8
2

作
手
総
合
支
所
　福
祉
健
康
課
　福
祉
介
護
係
　
�
37
‐
2
2
1
1

受付および面接日程

区
分
　
　
　
　
　
　
新
城
地
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳳
来
地
区
　
　
　
　
　
　
作
手
地
区

保 　 育 　 園

（ 受 付 場 所 ）
受 　 　 付 　 　 日 　 　 時

中 央 保 育 園

城 北 保 育 園

千 郷 東 保 育 園

千 郷 中 保 育 園

千 郷 西 保 育 園

東 郷 東 保 育 園

東 郷 中 保 育 園

東 郷 西 保 育 園

東 部 保 育 園

宇 利 保 育 園

吉 川 保 育 園

鳳 来 保 育 園

鳳 来 西 保 育 園

海 老 保 育 園

能 登 瀬 保 育 園

川 合 保 育 園

山 吉 田 保 育 園

大 野 保 育 園

長 篠 保 育 園

巴 保 育 園

開 成 保 育 園

菅 守 保 育 園

協 和 保 育 園

午前9：30～11：30

午後1：00～ 3：30

午前9：30～11：30

午後1：00～ 3：30

午前9：30～11：30

午後1：00～ 3：30

午前9：30～11：30

午後1：00～ 3：30

午前9：30～10：30

午前11：00～12：00

午後1：00～ 2：00

午後2：30～ 3：00

午後3：20～ 4：00

午後3：20～ 4：00

午後2：30～ 3：10

午後3：30～ 4：00

午後2：30～ 4：00

午後2：30～ 4：00

午後2：00～ 4：00

午後2：30～ 4：00

午後2：30～ 4：00

午後2：30～ 4：00

午後2：30～ 4：00

12月1日（木）

12月2日（金）

12月5日（月）

12月6日（火）

12月7日（水）

1月26日（木）

1月27日（金）

2月1日（水）

2月2日（木）

2月6日（月）

2月7日（火）

2月8日（水）

2月9日（木）

「
受
付
お
よ
び
面
接
日
程
」
表
の
園
区
分

新
　
城
　
地
　
区

鳳
　
来
　
地
　
区

作
　
手
　
地
　
区

一 般 保 育延 長 保 育乳 児 保 育（0歳児）
障害児
保　育

◇
対
象
児
童
� 

　
保
護
者
が
仕
事
な
ど
の
事
情
で
、
昼
間
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い

　
乳
幼
児
�
 

◇
対
象
園
�

全
園

　
平
日
　
午
前
8
時
〜
午
後
4
時
・
土
曜
日
　
午
前
8
時
〜
正
午
 

◇
対
象
児
童

◇
対
象
園
 

全
園

　
平
日
　
午
前
7
時

　
30
分
〜
午
後
5
時

　
30
分

　
（
中
央
、
城
北
、
千

　
郷
東
保
育
園
は
午
後

　

7
時
ま
で
）

　
土
曜
日
　
午
前
7

　
時
30
分
〜
午
後
0

　
時
30
分
（
中
央
、
城

　
北
、千
郷
東
保
育
園
は

　
午
後
1
時
30
分
ま
で
）

※
千
郷
西
も
開
設
を
検

　

討
中

◇
対
象
児
童

　
お
お
む
ね
生
後
6

　
カ
月
を
超
え
満
１

　
歳
に
満
た
な
い
乳

　
児

◇
対
象
園

　
中
央
、
城
北
、
千

　
郷
東
、
東
郷
中

◇
対
象
児
童

　
お
お
む
ね
生
後
6

　
カ
月
を
超
え
満
１

　
歳
に
満
た
な
い
乳

　
児

◇
対
象
園

　
長
篠
（
予
定
）

◇
対
象
児
童

　
お
お
む
ね
生
後
11

　
カ
月
を
超
え
満
１

　
歳
に
満
た
な
い
乳

　
児

◇
対
象
園

　
開
成

◇
対
象
児
童

　
障
害
の
程
度
が
軽
度
ま
た
は
中
程
度
の
集
団
保
育
が
可
能
な
お
お

　
む
ね
4
歳
以
上
の
乳
幼
児

◇
対
象
園
 

全
園

◇
対
象
園
 

　
長
篠
、
大
野

平
日

　
午
前
7
時
30
分
〜

　
午
後
7
時

土
曜
日

　
午
前
7
時
30
分
〜

　
午
後
0
時
30
分

◇
対
象
園
 

　
巴
、
開
成

平
日

　
午
前
7
時
30
分
〜

　
午
後
5
時
30
分

土
曜
日

　
午
前
7
時
30
分
〜

　
午
後
0
時
30
分

保
護
者
の
就
労
状
況
や
家
庭
の
事
情
で
、
一
般
保
育
時
間
を
延
長
し
て

長
時
間
の
保
育
が
必
要
な
乳
幼
児

平
成
18
年
度
の
保
育
料
は
現
行
の
ま
ま
と
し
、
平
成
19
年

度
か
ら
３
地
区
が
統
一
さ
れ
ま
す
。

保
育
の
内
容

保

育

料
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埋
立
処
分
場
へ
の
自
己
搬
入
は
、
全

て
鳥
原
処
分
場
に
搬
入
と
な
り
ま
す
。

【
搬
入
日
時
】

①
毎
週
火
・
水
・
木
曜
日（
祝
日
除
く
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
3
時
30
分

　
　
各
地
区
の
環
境
課
で
受
付
後
、
鳥

　
　
原
処
分
場
へ
自
己
搬
入
し
て
く
だ

　
　
さ
い
。

　
※
搬
入
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
に

　
　
は
受
付
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
毎
月
第
４
日
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
3
時
30
分

　
 

直
接
、
鳥
原
処
分
場
へ
搬
入
し
て

 
 

く
だ
さ
い
。

　
粗
大
ご
み
の
処
分
は
、
原
則
と
し
て
戸
別

収
集
、
埋
立
処
分
場
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
の
自
己
搬
入
（
有
料
）
と
な
り
ま
す
。

　
金
属
廃
材
（
鉄
パ
イ
プ
、
金
網
、
ト
タ
ン
、

鉄
板
な
ど
）
や
木
材
な
ど
材
料
と
し
て
使
う

も
の
は
、
粗
大
ご
み
と
し
て
分
類
し
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
は
、
資
源
と
な
る
も
の
、
埋
め
る
も

の
、
燃
や
す
も
の
の
分
類
と
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
決
め
ら
れ
た
方
法
に
よ
り
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

粗大ごみの種類

網戸・いす・衣装箱・カーテン・カーペット

カラーボックス・ガラスケース・鏡台・げた箱

こたつ・こたつ布団・座いす・サイドボード

座布団・じゅうたん・食器棚・洗面台・ソファー

ソファーベッド・棚・たんす・調理台・机

テーブル・テレビ台・電話台・流し台・布団

ベッド・本棚・マットレス・毛布・物干し竿

物干し台（コンクリートを除く）・浴槽・洋服掛け

レンジ台

編み機・衣類乾燥機・オーブン・温水器・温風器

ガスコンロ・カラオケ・空気清浄機・コピー機

写真現像機・照明器具・食器乾燥機・炊飯器

ステレオ・ストーブ・スピーカー・扇風機・掃除機

送風機・電子レンジ・ビデオデッキ

ＤＶＤプレーヤー・ＤＶＤレコーダー・ファックス

ファンヒーター・プリンター・ホットプレート

ミシン・餅つき機・ラジカセ・ワープロ

一輪車・犬小屋・オルガン・簡易トイレ・脚立

玄関マット・健康・運動器具・ござ・米びつ

ゴルフ用具・三輪車・自転車・スーツケース

スキー・スノーボード・水槽・すだれ・畳

チャイルドシート・手筒花火・電子ピアノ・ふすま

ベビーカー・ベビーチェア・ベンチ・ホースリール

マッサージチェア・物置

遊具（一輪車・すべり台・乗り物・ぶらんこなど）

家 　 具
寝 具 類

そ の 他

電気・ガス
・石油
機械器具類

※上記に記載のないもので類似したものも粗大ごみとして取り扱います。

埋
立
処
分
場
へ
の

自
己
搬
入

埋
立
処
分
場

搬
入
手
数
料

　
搬
入
手
数
料
は
搬
入
車
両
１
車
ご
と

に
計
量
し
ま
す
。

　
市
内
販
売
店
で
購
入
し
た
コ
ン
ポ

ス
ト
化
容
器
、
電
気
生
ご
み
処
理
機

の
設
置
費
補
助
金
額
で
す
。

コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器

１
基
あ
た
り
上
限
２
千
円

（
購
入
金
額
の
２
分
の
１
）

電
気
生
ご
み
処
理
機

１
台
あ
た
り
上
限
１
万
５
千
円

（
購
入
金
額
の
４
分
の
１
）

生
ご
み
処
理
器
な
ど

設
置
費
補
助
金

   搬入車両１車あたり

家庭からのもの

200kgまで　1,000円
以下100kgごとに500円増

事業所からのもの

200kgまで　3,000円
以下100kgごとに500円増

　
ど
う
い
う
も
の
を
粗
大
ご
み
と
し
て
取
り
扱
う

の
か
を
、
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、

製
品
名
で
区
分
し
て
い
ま
す
。

　
合
併
に
と
も
な
い
、
平
成
17
年
10
月
か
ら
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

新
城
市
役
所
　

環
境
課
　
　
　
�
23
‐
7
6
2
9

鳳
来
総
合
支
所
　
生
活
環
境
課
　
�
32
‐
1
9
8
7

作
手
総
合
支
所
　
生
活
環
境
課
　
�
37
‐
2
2
1
1



26広報しんしろ・ほのか　　2005.11

市
川
　
梨
央
　
　
祐
一
郎
　
石
田

前
川
　
來
輝
　
　
英
之
　
　
中
町

フ
ェ
リ
ペ
　
　
　
　
　
　
　
庭
野

林
　
　
駿
汰
　
　
栄
治
　
　
大
野
田

渡
邉
　
優
衣
　
　
忍
　
　
　
牛
倉

竹
下
　
周
汰
　
　
賀
雅
　
　
大
野
田

荻
野
　
美
諒
　
　
辰
美
　
　
平
井

山
下
　
絵
美
　
　
久
夫
　
　
庭
野

長
坂
　
優
亜
　
　
貴
史
　
　
大
野
田

竹
下
　
拳
斗
　
　
和
良
　
　
石
田

後
藤
　
玲
央
　
　
充
伸
　
　
川
路

飛
安
茉
比
留
　
　
章
智
　
　
吉
川

古
地
　
陽
一
　
　
英
明
　
　
稲
木

小
林
　
陽
夏
　
　
英
樹
　
　
平
井

井
上
　
葉
月
　
　
昌
也
　
　
大
野
田

筒
井
　
克
季
　
　
保
典
　
　
八
名
井

天
野
　
喜
仁
　
　
幹
大
　
　
栄
町

小
野
田
　
響
　
　
博
明
　
　
上
平
井

中
村
　
愛
椛
 

　
真
良
　
　
豊
島

岡
本
　
涼
華
　
　
哲
二
　
　
橋
向

川
�
　
宏
斗
　
　
真
樹
　
　
川
田
原

坂
野
　
克
季
　
　
義
仁
　
　
本
町

城
本
　
遥
香
　
　
康
善
　
　
富
岡
中
部

寺
島
　
康
真
　
　
竹
彦
　
　
富
沢

坂
部
　
龍
介
　
　
晃
司
　
　
平
井

中
村
　
心
咲
　
　
英
樹
　
　
平
井

�
野
　
美
優
　
　
勝
彦
　
　
富
岡
東
部

鈴
木
　
華
佳
　
　
常
治
　
　
野
田

原
田
　
倖
　
　
　
真
吾
　
　
竹
広

今
泉
　
翔
帆
　
　
忠
大
　
　
川
田

中
村
　
琉
雅
　
　
俊
太
　
　
庭
野

伊
田
　
青
樹
　
　
三
樹
央
　
富
岡
中
部

夏
目
　
暁
土
　
　
佳
典
　
　
川
路

鈴
木
　
康
介
　
　
崇
尚
　
　
徳
定

鈴
木
　
望
心
　
　
正
巳
　
　
東
新
町

粂
野
　
有
花
　
　
裕
丈
　
　
大
野
田

浅
田
　
幸
香
　
　
幸
輝
　
　
入
船

山
本
　
愁
也
　
　
武
久
　
　
野
田

滝
澤
　
榛
人
　
　
寿
将
　
　
内
金
上

野
々
村
華
怜
　
　
知
伯
　
　
内
金
下

村
松
　
優
太
　
　
敏
弘
　
　
内
金
下

丸
山
　
聖
夏
　
　
映
人
　
　
引
地

西
尾
　
和
人
　
　
利
和
　
　
大
野
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
43
人
）

デ
　
オ
リ
ベ
イ
ラ

ジ
エ
シ
ェ
ル

　
新
城
市
で
は
、
平
成
18
年
成
人
式
を

3
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

【
鳳
来
地
区
】

・
日
時
　
1
月
7
日

（土）
　
午
後
1
時
30
分
〜

・
場
所
　
鳳
来
中
学
校

【
作
手
地
区
】

・
日
時
　
1
月
8
日

（日）
　
午
後
1
時
30
分
〜

・
場
所
　
開
発
セ
ン
タ
ー

【
新
城
地
区
】

・
日
時
　
1
月
9
日
（
祝
・
成
人
の
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜

・
場
所
　
新
城
文
化
会
館

成
人
式
該
当
者

　
昭
和
60
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
61
年
4

月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方
、
ご
案
内
は
12

月
中
旬
に
該
当
者
あ
て
に
発
送
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
作
手
地
区
の
方
で
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
2
日

（金）
ま
で
に
作

手
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
学
校
や
仕
事
の
都
合
で
市
外
に
在
住
の

方
も
、
本
市
の
成
人
式
に
出
席
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各
地
区

の
成
人
式
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

【
新
城
地
区
】

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
�
23
‐
7
6
5
3

【
鳳
来
地
区
】

　
教
育
委
員
会
鳳
来
教
育
課

　
�
32
‐
0
5
1
5

【
作
手
地
区
】

　
教
育
委
員
会
作
手
教
育
課

　
�
37
‐
2
2
1
1

平
成
18
年
に

成
人
式
を
迎
え
る
方
へ

（
8
月
・
9
月
届
出
分
）

氏
　
　
名
　
　

保
護
者
　

地
　
区

氏
　
　
名
　
　

保
護
者
　

地
　
区

8
月
1
日
〜
9
月
30
日
の
間
に
届
出
の
あ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。
届
出
人
の
承
諾
を
得
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
鳳
来
地
区
・
作
手
地
区
の
8
月
届
出
分
は
各
町
村
の
最
終
号
で
掲
載
し
ま
し
た
）

　
俳
句
・
短
歌
の
登
壇

　
に
つ
い
て

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
俳
句
・
短
歌

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
い
つ
も
沢

山
の
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
10
月
１
日
の
合
併
に
と
も
な
い
、
現
在

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
作
品
を
紹
介
で
き
ず
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
が
、
募
集
を
す
る
際
に
は
、

改
め
て
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く

の
間
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ

　
秘
書
広
報
課
　
�
23
‐
7
6
2
3

い
ち
か
わ
　
　
　
り
　
お

ま
え
か
わ
　
　
　
ら
い
　
き

　
ふ

ぇ

り

ぺ

は
や
し
　
　
　
　
し
ゅ
ん
た

わ
た
な
べ
　
　
　
ゆ
　
い

た
け
し
た
　
　

し
ゅ
う
た
い

お
ぎ
の
　
　
　
　
み
　
ま

や
ま
し
た
　
　
　
え
　
み

な
が
さ
か
　
　
　
ゆ
う
　
あ

た
け
し
た
　
　
　
け
ん
　
と

ご
　
と
う
　
　
　
れ

　
お

と
び
や
す
　ま

ひ

る

ふ

る

ち

　

　

よ
う
い
ち

こ
ば
や
し
　
　

ひ
　
な

つ

い
の
う
え
　
　
　
は
　
づ
き

つ
つ

い
　
　
　
か
つ
　
き

あ
ま
　
の
　
　
　
よ
し
ひ
と

お

の

だ

　

ひ
び
き

な
か
む
ら
　
　
　
あ
い
　
か

お
か
も
と
　
　
　
す
ず
　
か

か

わ

せ

　

　

ひ
ろ

と

ば
ん

の
　
　
　
か
つ
と
し

じ
ょ
う
も
と
　
　
は
る
　
か

て
ら
し
ま
　
　
　
こ
う

し
ん

さ
か

べ
　
　
　
り
ょ
う
す
け

な
か
む
ら
　
　
　
み
　
さ
き

た
か
　
の
　
　
　

み

ゆ
う

す
ず
　
き
　
　
　は
る

か

は
ら
　
た
　
　

こ
う

い
ま
い
ず
み
　
　

し
　
ほ

な
か
む
ら
　
　
り
ゅ
う
が

　
い
　
だ
　
　
　
は
る
　
き

な
つ
　
め
　
　
　
あ
き
　
と

す
ず
　
き
　
　
　
こ
う
す
け

す
ず
　
き
　
　
　
の
ぞ
　
み

　く
め

の
　
　
　
ゆ
う

か

あ
さ
　
だ
　
　
　
ゆ
き

か

や
ま
も
と
　
　

し
ゅ
う
や

た
き
ざ
わ
　
　

は
る

と

　の

の

む
ら
　
か
　
れ
ん

む
ら
ま
つ
　
　

ゆ
う
　
た

ま
る
や
ま
　
　
　
せ
　
な

に
し
　
お
　
　
　
か
ず
　と
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市
民
文
化
祭

　
文
化
の
薫
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
新
城
文
化
協
会
で
は
、
今
年

も
文
化
祭
を
は
じ
め
、
各
種
行
事

や
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
　
日
　
11
月
２
日

（水）
〜
５
日

（土）

時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜

場
　
所
　
新
城
文
化
会
館
全
館

内
　
容

　
絵
画
・
書
道
展
　
…
…
展
示
室

　
生
け
花
展
…
１
０
３
〜
１
０
５
室

　
盆
栽
展
　
…
…
１
０
１
・
１
０
２
室

　
水
墨
画
・
短
歌
・
俳
句
…
３
０
１
室

　
写
真
・
盆
石
展
…
…
３
０
２
室

　
和
紙
工
芸
・
き
も
の

　
　
　
　
　
　
　
…
…
３
０
３
室

　
ち
ぎ
り
絵
展
　
…
…
３
０
４
室

　
Ｃ
Ｋ
Ａ
Ｖ
Ｃ
録
画
公
開

　
　
　
　
　
　
　

…
…
ラ
ウ
ン
ジ

　
秋
の
市
民
茶
会

期
　
日
　
11
月
３
日

（祝）

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
　
所
　
文
化
会
館

　
松
尾
流
　
　
　
　
　
…
…
和
室

　
裏
千
家
　
　
　
…
…
３
０
４
室

茶
　
券

　
前
売
　
　
　
　
二
席
８
０
０
円

　
当
日
　
　
　
　

一
席
５
０
０
円

　
市

民

芸

能

祭

期
　
日
　
11
月
３
日

（祝）

時
　
間
　
午
前
10
時

場
　
所
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

出
　
演
　
文
化
協
会
芸
能
部

入
場
料
　
無
料

　
第
30
回

新
城
音
楽
祭

期
　
日
　
11
月
13
日

（日）

時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜

場
　
所
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　
　
　
　
小
ホ
ー
ル

　
　
　
　
は
な
の
き
広
場

入
場
料
　
２
０
０
円

※
開
催
場
所
に
よ
り
、
時
間
・
入

　
場
料
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
　
新
城
文
化
協
会

　
　
�
23
‐
7
6
5
6

　
芸

能

祭

期
　
日
　
10
月
30
日

（日）

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
　
所
　
鳳
来
中
央
集
会
所

　
文

化

展

期
　
日
　
11
月
５
日

（土）
〜
６
日

（日）

時
　
間
　

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
5
時（
５
日
）

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
3
時（
6
日
）

場
　
所
　

　
　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

参
加
連
盟
　

　
書
道
、
絵
画
、
茶
華
道
、
短
歌
、

　
俳
句
、
写
真
、
陶
　
芸
、
手
芸
、

　
水
墨
画
、
読
書

　
囲

碁

大

会

期
　
日
　
11
月
26
日

（土）

時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
5
時

場
　
所
　
海
老
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
鳳
来
地
区
）

　
短

歌

会

期
　
日
　
11
月
22
日

（火）

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
　
所
　

　
　

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
俳

句

会

期
　
日
　
11
月
23
日

（祝）

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
　
所
　
門
谷
真
増
寺（
鳳
来
地
区
）

　
野

点

茶

会

期
　
日
　
11
月
23
日

（祝）

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
　
所
　
鳳
来
寺
山

　
　
　
　
石
段
登
り
口
横
駐
車
場

茶
　
券
　
一
席
　
　
　

3
０
０
円

問
い
合
わ
せ

　
　
鳳
来
文
化
協
会

　
　
�
32
‐
0
5
1
5

　
絵
手
紙
を
楽
し
む

【
絵
手
紙
】

期
　
日
　
11
月
15
日
、
22
日
、
29
日

　
12
月
６
日
、13
日（
全
火
曜
日
）

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
　
所
　
文
化
会
館
１
０
５
室

講
　
師
　
徳
升
雅
典
　
氏

定
　
員
　
20
人

申
込
期
限
　
11
月
８
日

（火）

　
し
の
笛
を
楽
し
む

【
し
の
笛
】

期
　
日
　
11
月
10
日
、
17
日
、
24
日

　
12
月
１
日
、８
日（
全
木
曜
日
）

時
　
間
　
午
後
２
時
30
分
〜

　
　
　
　
４
時
30
分

場
　
所
　
文
化
会
館
３
０
２
室

講
　
師
　
松
田
　
仁
　
氏

定
　
員
　
20
人

申
込
期
限
　
11
月
４
日

（金）

　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で

　
写
真
を
楽
し
む

【
写
真
】

期
　
日
　
11
月
19
日
、
26
日
、
12
月

　
３
日
、10
日
、24
日（
全
土
曜
日
）

時
　
間
　
午
後
３
時
〜
５
時

場
　
所
　
文
化
会
館
１
０
５
室

講
　
師
　
天
野
広
三
郎
　
氏

定
　
員
　
20
人

申
込
期
限
　
11
月
12
日

（土）

　み
じ
か
な
物
で

　
マ
ジ
ッ
ク
を
楽
し
む

【
マ
ジ
ッ
ク
】

期
　
日
　
11
月
13
日
、
27
日
、
12
月

　
４
日
、11
日
、18
日（
全
日
曜
日
）

時
　
間
　
午
後
7
時
〜
9
時

場
　
所
　
文
化
会
館
１
０
５
室

講
　
師
　
竹
下
和
之
　
氏

定
　
員
　
20
人

申
込
期
限
　
11
月
６
日

（日）

　
詩
吟
で
心
豊
か
な
人
生
を

【
詩
　
吟
】

期
　
日
　
11
月
26
日
、
12
月
３
日
、

　
10
日
、17
日
、24
日（
全
土
曜
日
）

時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
11
時
30
分

場
　
所
　
文
化
会
館
３
０
２
室

講
　
師
　
渡
辺
亜
希
子
　
氏

定
　
員
　
20
人

申
込
期
限
　
11
月
19
日

（土）

　
大
正
琴
を
楽
し
む

【
大
正
琴
】

期
　
日
　
11
月
８
日
、15
日
、22
日
、

　
29
日
、12
月
６
日（
全
火
曜
日
）

時
　
間
　
午
後
7
時
〜
9
時

場
　
所
　
文
化
会
館
３
０
２
室

講
　
師
　
阿
部
和
子
　
氏

定
　
員
　
20
人

申
込
期
限
　
11
月
１
日

（火）

初
心
者
入
門
講
座

受
講
者
募
集

会
費
　
各
講
座
5
回
で
1,
0
0
0
円

　
　
　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
　
※
テ
キ
ス
ト
は
講
師
が
用
意
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
新
城
文
化
協
会
　
�
23
‐
7
6
5
6

市

民

文

化

祭

市

民

文

化

祭
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新城広域

事務組合

（23)7671

 
９
月
24
日

（土）
、
愛
知
万
博
・
長
久
手
愛
知
県
館
あ
い
ち

・
お
ま
つ
り
広
場
で
、
「
新
城
設
楽
地
域
の
日
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
愛
知
万
博
185
日
間
の
う
ち
110
日
間

行
わ
れ
た
市
町
村
催
事
の
最
後
の
催
し
で
す
。

　
映
画
監
督
の
大
林
宣
彦
さ
ん
を
同
日
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
に
迎
え
「
地
球
の
”

た
か
ら

“
見
つ
け
た
」
を
テ
ー
マ

に
、
地
域
の
人
々
が
出
演
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ド
ラ

マ
の
映
像
や
伝
統
芸
能
、
自
然
と
か
か
わ
る
活
動
を
行
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
や
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
対
談
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
作
手
地
区
か
ら
は
、
合
唱
団
「
ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド
」
、

鳳
来
地
区
か
ら
は
、
長
篠
陣
太
鼓
・
紅
太
鼓
、
新
城
地
区

か
ら
は
大
海
の
放
下
が
ス
テ
ー
ジ
に
出
演
し
た
ほ
か
、
八

名
小
、
東
郷
東
小
、
舟
着
小
、
巴
小
の
子
ど
も
た
ち
や
作

手
自
然
愛
好
会
、
森
林
真
剣
隊
な
ど
の
皆
さ
ん
が
、
大
林

監
督
と
地
球
の
”た

か
ら

“
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

熱唱するハミングバード（作手地区）

大海の放下（新城地区）

インタビューを受ける巴小学校6年生の子どもたち

大林監督「新城・設楽の森人たち」と語る
（森林真剣隊・四谷千枚田の皆さん）

愛
知
万
博
「
新
城
設
楽
地
域
の
日
」



29 広報しんしろ・ほのか　　2005.11

作
手
村
閉
村
記
念
式
典

新
市
の
発
展
と
躍
進
を
誓
っ
て

鳳
来
町
閉
町
記
念
式
典

町
制
49
年
の
回
顧
と
新
市
に
託
す
夢

新
城
市
閉
市
式

閉
市
、
そ
し
て
は
じ
ま
る
新
た
な
出
発

　
９
月
30
日

（金）
、
新
城
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で
新

城
市
閉
市
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
式
典
で
は
、

市
民
憲
章
唱
和
の
後
、
市
政
の
発
展
や
、
教
育
な

ど
の
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
個
人
、
団
体
の
59
人

を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
「
閉
市
ま
で
に
は
、
先
人
た
ち
の
熱
意
と
英
知

の
お
か
げ
が
あ
り
、
時
代
の
流
れ
で
あ
っ
て
も
、

合
併
の
決
意
に
対
し
て
は
責
任
の
重
さ
と
、
さ
み

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
一
層
の
発
展
を
確
信
し

て
い
ま
す
」
と
山
本
芳
央
市
長
が
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　
式
典
に
引
き
続
き
、
市
長
、
助
役
、
収
入
役
、

教
育
長
の
退
任
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
城
市
・
鳳
来
町
・
作
手
村
の
3
市
町
村
の
合
併
に
よ
る

「
新
城
市
」
の
発
足
を
前
に
、
鳳
来
町
の
閉
町
記
念
式
典
が
、

9
月
19
日

（祝）
鳳
来
中
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
町
民
憲
章
の
朗
読
や
町
行
政
に
貢
献
さ
れ
た

6
人
へ
自
治
功
労
者
表
彰
、
29
人
へ
特
別
表
彰
、
10
人
と
11

団
体
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
町
長
の
「
閉
町
宣
言
」

の
あ
と
、
町
長
、
議
長
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
、
消
防
団

長
、
中
学
生
代
表
2
人
、
小
学
生
代
表
2
人
、
保
育
園
児
代

表
2
人
に
よ
り
町
旗
が
降
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
名
越
神
楽
保
存
会
に

よ
る
「
名
越
神
楽
」
と
「
長
篠
陣
太
鼓
保
存
会
」
・
「
紅
太

鼓
」
共
演
の
太
鼓
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
や
町
の
皆
さ
ん
約
450
人
が
出
席
す
る
中
、
49
年
に
わ

た
る
町
の
歴
史
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
９
月
23
日

（祝）
、
作
手
村
役
場
（
現
作
手
総
合
支
所
）
で
、

閉
村
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
斎
藤
善
英

村
長
、
村
関
係
者
を
は
じ
め
、
佐
宗
靖
　
県
議
会
副
議
長
、

山
本
芳
央
新
城
市
長
ほ
か
村
民
ら
約
150
人
が
出
席
。
斎
藤
村

長
は
、
「
作
手
村
100
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
、
合
併
と
い

う
重
大
な
決
断
に
対
し
て
責
任
の
重
さ
と
一
抹
の
寂
し
さ
を

感
じ
て
い
る
が
、
地
域
住
民
が
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
か

っ
て
共
に
手
を
取
り
合
っ
て
進
ま
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
斎
藤
村
長
が
閉
村
を
宣

言
し
、
関
係
者
が
村
旗
を
降
納
。
式
典
後
に
は
作
手
和
太
鼓

倶
楽
部
「
鼓
響
（
ひ
び
き
）
」
の
演
奏
や
、
合
唱
団
「
ハ
ミ

ン
グ
バ
ー
ド
」
の
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
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新城広域

事務組合

（23)7671

会場　学童農園山びこの丘周辺

申し込み・問い合わせ
鳳来総合支所　鳳来教育課内

鳳来寺山麓マラソン事務局
� 32-0515

申し込み・問い合わせ
作手B&G海洋センター

大会事務局　� 38-1431

会場　本宮山スカイライン

　　　作手鬼久保ふれあい広場

第14回

第30回

平成18年

第20回

雨天決行11/27（日）

鳳来寺山麓
マラソン

正午  START!!

会　場　新城総合公園およびその周辺道路
参加料　競 技 の 部／一般2,000円・高校生1,000円・小中学生500円

　　　　　 ジョギングの部／一般1,500円・高校生800円・小中学生300円

（受付　午前8時30分）

（受付　午前10時～11時20分）

受付　12／3（土）午前9時～午後4時
　　　12／4（日）午前8時～9時

雨天決行1/15（日）
10:30  START!!

雨天決行12/4（日）
10：30  START!!

本宮山スカイライン

設楽原をかけめぐる

走って爽快　ほうらい路

申し込み・問い合わせ

スポーツ振興課（新城マラソン実行委員会）
�23-7654

参加者募集中!!

ボランテア
募集中!!

※参加申込用紙は、市民体育館をはじめ市内各公共施設にあります。

そうかい
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作手地区

　
９
月
17
日

（土）
、
鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー
で
、
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に
平
台
を

並
べ
、
ス
ス
キ
や
コ
ス
モ
ス
で
飾
り
つ
け
を
し

た
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
作
り
の
舞
台
、
そ
の

後
ろ
に
月
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
と
、
駆
け
つ
け

た
約
100
人
の
観
客
か
ら
、
感
激
の
声
と
拍
手
が

沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
和
太
鼓
奏
者

で
地
元
出
身
の
内
藤
哲
郎
さ
ん
、
篠
笛
奏
者
の

武
田
朋
子
さ
ん
、
ミ
ー
ム
と
い
う
肉
体
表
現
者

の
石
崎
政
輔
さ
ん
が
出
演
。
月
夜
に
浮
か
ぶ
ミ

ー
ム
と
和
の
旋
律
が
「
つ
く
で
の
森
」
と
一
体

と
な
り
、
訪
れ
た
人
々
を
幻
想
の
世
界
に
導
い

て
い
ま
し
た
。

つくでの森の音楽祭♪第5弾

ひ

ら

だ

い
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天
正
の
昔
を
偲
ぶ

月
見
の
宴

�
天
正
の
昔
を
偲
ぶ
月
見
の
宴
が
、
９

月
19
日（
敬
老
の
日
）午
後
７
時
か
ら
「
ほ

う
ら
い
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
」
（
長
篠
）
で

十
六
夜
の
月
の
下
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

�
篝
火
が
焚
か
れ
る
中
、
500
人
を
超
す

人
た
ち
を
前
に
、
サ
ム
エ
・
ブ
ラ
ザ
ー

ス
の
琴
の
合
奏
「
暁
」
、
地
元
長
篠
陣

太
鼓
保
存
会
の
演
奏
、
新
城
狂
言
同
好

会
の
狂
言
、
中
国
琵
琶
　
テ
ィ
ン
テ
ィ

ン
さ
ん
（
写
真
）に
よ
る
「
蓬
莱
の
調
べ
」、

東
栄
町
の
太
鼓
集
団
「
志
多
ら
」
の
演

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
志
多
ら
の
演
奏
の
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、

客
席
の
人
た
ち
は
総
立
ち
と
な
り
、
舞

台
と
客
席
が
一
体
に
な
る
な
ど
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ド
ナ
ル
ド

川
合
保
育
園
へ
よ
う
こ
そ

　
９
月
14
日

（水）
、
川
合
保
育
園
に
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

チ
ェ
ー
ン
・
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
新
城
バ
イ
パ
ス
店

か
ら
、
ド
ナ
ル
ド
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
母

の
会
か
ら
の
要
望
に
応
え
て
実
現
し
、
Ｊ
Ａ
愛
知
東

農
協
の
交
通
安
全
教
室
と
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

�
川
合
保
育
園
の
園
児
９
人
と
、
能
登
瀬
保
育
園
の

園
児
12
人
が
、
目
を
輝
か
せ
わ
く
わ
く
し
て
待
っ
て

い
る
中
、
お
姉
さ
ん
の
合
図
で
、
「
ド
ナ
ル
ド
！
」

と
大
き
な
声
で
呼
ぶ
と
、
待
ち
に
待
っ
た
ド
ナ
ル
ド

の
登
場
で
す
。
園
児
た
ち
は
、
「
赤
信
号
は
渡
ら
な

い
」
「
飛
び
出
し
は
だ
め
」
な
ど
、
ド
ナ
ル
ド
と
約

束
を
し
た
り
、
手
遊
び
を
し
た
り
し
て
、
楽
し
み
な

が
ら
交
通
安
全
を
学
び
ま
し
た
。

戦
没
者
追
悼
式

　
9
月
23
日

（祝）
　
鳳
来
中
央
集
会
所

（
大
野
）
で
『
鳳
来
町
戦
没
者
追
悼
式
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
穂
積
亮
次
町
長
を
は
じ

め
、
来
賓
、
町
遺
族
会
員
の
皆
さ
ん

約
430
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
「
遺
族
・
供
養
と
は
、
故

人
と
語
り
、
故
人
を
想
う
こ
と
で
あ

る
」
と
題
し
、
同
会
員
の
高
岸
英
陽

さ
ん
（
名
号
）に
よ
る
講
演
会
が
行
わ

れ
、
遺
族
の
人
た
ち
は
あ
ら
た
め
て

故
人
を
偲
ぶ
日
と
な
り
ま
し
た
。

9
月
10
日

（土）
、
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
ほ
う
ら
い

で
「
子
ど
も
す
ぽ
ー
つ
く
ら
ぶ
」
が
開
か
れ

ま
し
た

　
全
員
で
「
み
ん
な
の
体
操
」
で
身
体
を
ほ
ぐ
し

た
後
、
低
学
年
は
「
ミ
ニ
運
動
会
」
を
行
い
ま
し

た
。
竹
馬
に
乗
っ
た
り
フ
ラ
フ
ー
プ
を
く
ぐ
っ
た

り
、
障
害
物
競
走
さ
な
が
ら
に
、
お
お
き
な
歓
声

を
上
げ
な
が
ら
走
り
回
り
ま
し
た
。

　
高
学
年
は
「
デ
ィ
ス
ク
で
遊
ぼ
う
」
デ
ィ
ス
ク

ゴ
ル
フ
や
デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
9
で
遊
ん
だ
あ
と
、

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
の
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　お
知
ら
せ

　
子
ど
も
す
ぽ
ー
つ
く
ら
ぶ
で
遊
び
た
い
子
は
、

小
学
校
に
申
込
書
が
あ
り
、
い
つ
で
も
申
し
込
み

で
き
ま
す
。
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
る
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
送
り
迎
え
の
間
、
一
緒
に
体
を
動
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

か
が
り
び
　
　
た

い
　
ざ

よ
い

も
と

て
ん
し
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　

し
の

う
た
げ
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9
月
22
日
（木）

県
と
合
同
で
水
難
救
助
訓
練

　
市
消
防
本
部
と
県
防
災
航
空
隊
が
合
同
で
、
水
難

救
助
訓
練
を
豊
川
河
川
敷
野
田
地
内
で
実
施
し
ま
し

た
。

　
河
川
で
お
ぼ
れ
た
人
を
水
上
の
ボ
ー
ト
と
空
か
ら

の
防
災
ヘ
リ
で
探
し
出
し
、
空
中
へ
引
き
上
げ
救
助

す
る
と
い
う
、
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
訓
練
後
も
情
報
伝
達
の
難
し
さ
、
救
助
者
断
定

の
遅
滞
な
ど
課
題
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

9
月
15
日
（木）

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
奨
励
賞

受
賞
お
見
事
　

　
愛
知
万
博
の
１
市
町
村
１
国
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
の
一
環
と
し

て
、
記
録
映
画
製
作
を
行
っ
て
き

た
新
城
市
の
相
手
国
ス
イ
ス
の
ロ

ジ
ェ
ー
・
ワ
ル
ッ
ヒ
映
画
監
督（
左

か
ら
3
人
目
）
と
ヨ
ー
ル
グ
・
ビ

ュ
ー
ラ

カ
メ
ラ
マ
ン
（
左
か
ら
4

人
目
）
が
、
新
城
市
を
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

ホ
ー
ル
で
紹
介
し
ま
し
た
。
４
月

の
ス
イ
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
、
大

統
領
の
来
新
や
中
学
校
な
ど
を
訪

れ
た
記
録
を
始
め
、
新
城
市
の
歴

史
を
取
り
込
ん
だ
大
作
は
、
見
事

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
奨
励
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

9
月
26
日
（月）

か
わ
い
い
標
語
に
厳
し
い
一
言

　
市
内
に
あ
る
13
の
幼
・
保
育
園
の
幼

児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
か
ら
、
１,
１
７
５

点
の
交
通
安
全
標
語
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
各
園
２
点
の
優
秀

作
品
が
選
出
さ
れ
、
標
語
幕
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　
「
し
ま
う
ま
さ
ん
　
さ
が
し
て
わ
た

ろ
う
　
手
を
あ
げ
て
」
と
ほ
ほ
笑
ま
し

い
内
容
か
ら
、
「
運
転
中
　
も
し
も
し

な
あ
に
　
ぼ
く
こ
わ
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
標
語
が
集
ま
り
ま
し
た
。

9
月
13
日
（火）

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

 

敬
老
の
日
を
前
に
、
山
本
芳
央
市
長

が
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
今
年
は
、

市
内
の
99
歳
以
上
の
お
年
寄
り
10
人
の
う

ち
５
人
の
方
の
お
宅
を
訪
問
し
、
こ
の
日

最
後
に
訪
問
し
た
吉
川
の
天
野
久
四
郎
さ

ん
（
100
歳
）
の
元
気
の
秘
訣
は
、
日
ご
ろ

か
ら
散
策
し
あ
ま
り
無
理
を
し
な
い
こ
と

だ
と
か
。
ご
夫
婦
で
仲
良
く
暮
ら
し
て
い

る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
元
気
の
秘
訣
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

む
く

え
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事務組合

（23)7671

秋
の
火
災
予
防
運
動
が

　
　
　

は
じ
ま
り
ま
す

今
年
度
の
統
一
防
火
標
語

　
「
あ
な
た
で
す

　
　
　
火
の
あ
る
く
ら
し
の
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
見
は
り
役
」

　
今
年
も
火
災
が
発
生
し
や
す
い
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
、
11
月
9
日
か
ら
11
月
15
日
ま

で
の
1
週
間
、
全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
新
城
市
消
防
本
部
で
は
火
災
予
防
運
動

の
一
つ
と
し
て
、
管
内
の
小
学
生
か
ら
防

火
ポ
ス
タ
ー
、
防
火
習
字
の
募
集
を
行
い

ま
し
た
。
優
秀
な
作
品
は
、
新
城
市
の
ユ

ニ
ー

（株）
新
城
店
で
、
運
動
期
間
中
展
示
し

ま
す
。

火
災
を
な
く
す
た
め

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う

①
　
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

　
　
か
な
い

②
　
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
を

　
　
し
な
い

③
　
コ
ン
ロ
を
使
用
す
る
と
き
は
、
そ
の

　
　
場
を
離
れ
な
い

④
　
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

　
　
遊
ば
せ
な
い

⑤
　
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足

　
　
配
線
は
し
な
い

⑥
　
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

　
　
を
近
づ
け
な
い

問
い
合
わ
せ

　
新
城
市
消
防
本
部
　
総
務
課
予
防
係

　
�
22
‐
1
7
6
4

　
11
月
9
日
は

　
　
　
1
1
9
番
の
日
で
す

火
事
・
救
助
・
救
急
は
１
１
９
番

①
　
ま
ず
落
ち
着
い
て
、
正
確
に
１
１
９

②
　
住
所
、
世
帯
主
、
目
標
物
、
内
容
な

　
　
ど
を
伝
え
て
く
だ
さ
い

　
住
所
が
わ
か
れ
ば
、
あ
な
た
の
家
は
す

ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。
電
話
を
し
て
い
て
も
、

救
急
車
な
ど
は
出
動
し
て
い
ま
す
。

　
あ
わ
て
ず
落
ち
着
い
て
、
現
在
の
状
況

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
と
く
に
、
意
識
や
呼
吸
の
な
い
人
に
は
、

電
話
で
応
急
手
当
の
方
法
を
伝
え
ま
す

の
で
、
電
話
を
切
ら
な
い
で
、
係
員
の
指

示
に
従
っ
て
、
落
ち
着
い
て
行
動
し
て
く

だ
さ
い
。
あ
な
た
の
応
急
手
当
が
大
切
な

人
の
命
を
救
い
ま
す
。

通
報
の
ポ
イ
ン
ト

①
１
１
９
番
す
る
前
に
深
呼
吸

②
住
所
や
目
標
物
は
知
っ
て
い
る
人
に
　

　
代
わ
っ
て
も
ら
う

③
自
分
だ
け
し
ゃ
べ
ろ
う
と
し
な
い

問
い
合
わ
せ

　
消
防
署
通
信
係
　
�
22
‐
1
1
1
9

新
城
市
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
講
座
開
催
！

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

は
新
城
市
に
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

と
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
被
災
者
の
支
援

要
請
と
の
調
整
役
と
な
る
人
の
こ
と
で
す
。

　
新
城
市
で
は
、
災
害
時
に
市
が
設
置
す
る
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
本
部
の
運
営
に

あ
た
る
「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

①
開
催
日

　
11
月
20
日

（日）

　
11
月
23
日

（祝）

　
11
月
26
日

（土）

②
開
催
場
所

　
新
城
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
軽
運
動
場

③
受
講
対
象
者

　
新
城
市
在
住
で
、
３
日
と
も
受
講
で
き

　
る
方
（
た
だ
し
、
県
お
よ
び
市
の
養
成

　
講
座
修
了
者
は
除
く
）

④
募
集
定
員

　
40
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

⑤
募
集
期
限

　
11
月
14
日

（月）
ま
で

⑥
申
し
込
み

　
新
城
市
役
所
・
鳳
来
総
合
支
所
・
作
手

　
総
合
支
所
・
消
防
本
部
に
備
え
て
あ
る

　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　
消
防
本
部
防
災
対
策
課
ま
で
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い

⑦
受
講
料
　
無
料
（
交
通
費
、昼
食
代
は
自
己

　
負
担
）

問
い
合
わ
せ

　
新
城
市
消
防
本
部
　
防
災
対
策
課

　
�
22
‐
1
9
6
2

東郷東小5年　金子健人くん
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イ
ベ
ン
ト
内
容

☆
ち
び
っ
こ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

　
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
　
　
　
　

　
火
点
に
向
か
っ
て
ホ
ー
ス
を
延
ば

し
消
火
体
験
を
し
ま
す
。

☆
煙
道
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
ス
モ
ー
ク
マ
シ
ー
ン
を
使
用
し
、

火
災
に
近
い
濃
煙
の
中
を
歩
行
し
て
、

視
界
の
悪
さ
を
体
験
し
ま
す
。

☆
ち
び
っ
こ
消
防
士
記
念
撮
影

　
コ
ー
ナ
ー

　
子
ど
も
用
の
防
火
衣
・
ヘ
ル
メ
ッ

　
ト
を
着
装
し
て
の
記
念
撮
影
を
し

　
ま
す
。

☆
地
震
体
験
車
　

　
起
震
車
を
使
用
し
て
地
震
を
体
験

し
ま
す
。

☆
は
し
ご
車
の
試
乗

　
地
上
15
ｍ
の
高
所
活
動
を
体
験
し
ま

す
。

※
梯
子
車
の
試
乗
は
午
前
10
時
か
ら

　
11
時
ま
で
、
午
後
1
時
か
ら
2
時

　
ま
で
の
１
時
間
ず
つ
２
回
実
施
し

　
ま
す
。

※
そ
の
他
に
も
景
品
が
も
ら
え
る
ス

　
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
、
た
く
さ
ん

　
会
場
で
は
市
内
保
育
園

の
保
育
士
が
１
日
消
防
長

お
よ
び
救
急
隊
長
と
し
て

活
躍
し
ま
す
。
ま
た
、
い

ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

※
会
場
、
駐
車
場
が
混
雑

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

路
上
駐
車
な
ど
は
し
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

消
防
署
�

（22）
‐
1
1
1
9

11月5日（土）
　　午前10時～午後3時

（株）名星本社　駐車場

新城設楽
土木事務所

至豊川 至鳳来

昨年の様子

（株）名 星
駐 車 場

新城警察署

ポルトガル語講座 新城市国際交流協会会員募集！

世界の料理教室、語学講座など、魅力ある国際交流活動を実施し

ています。

外国語が話せなくてもOK！

年会費　　個人　一口 3,000円・団体　一口10,000円

日　時　11/8.15.22.29.12/6.13（全6回）

　　　　午後7時～8時15分

場　所　新城文化会館 105会議室

受講料　国際交流協会    会　　員3,000円

　　　　 　　〃 　　     団体会員4,000円

　　　　一般　(非会員)　　　　 5,000円

講　師　阿部マリアさん（ポルトガル語通訳）

少人数でわかりやすい講座です。初心者大歓迎！

Ｅmail:siea@crux.ocn.ne.jp ・HP:http//www.shinshiro-siea.jp

（昨年の講座の様子）

鳳
来
地
区
・
作
手
地
区
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う

応募締切　11月4日（金）

氏名・住所・電話、ファックスまたはＥメール

申し込み・問い合わせ

新城市国際交流協会 事務局
� 23-7783　 � 23-7784 　

は

し

ご
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写真：第17回 新城歌舞伎公演

第18回 

日
　
時
　
　
11
月
20
日

（日）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
開
演
（
10
時
開
場
）

場
　
所
　
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

演
　
目
　
　
口
　
上
　【
作
手
若
芽
会
】
　

　
　
　
　
　
第
一
幕
　
心
中
宵
庚
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
百
屋
献
立
の
場
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
山
歌
舞
伎
】

　
　
　
　
　
第
二
幕
　
弁
天
娘
女
男
白
浪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
松
屋
見
世
先
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
臼
子
子
供
歌
舞
伎
】

　
　
　
　
　
第
三
幕
　
弁
天
娘
女
男
白
浪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
瀬
川
勢
揃
い
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
子
供
歌
舞
伎
】

　
　
　
　
　
第
四
幕
　
与
話
情
浮
名
横
櫛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
氏
店
の
場
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
鳥
原
歌
舞
伎
】

　
　
　
　
　
第
五
幕
　
源
平
布
引
滝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
盛
物
語
の
場
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
山
乃
手
歌
舞
伎
】

　
　
　
　
　
総
合
案
内
役
　
安
田
文
吉
・
葛
西
聖
司

新
城
市
無
形
民
俗
文
化
財

問い合わせ

文化振興課　�23‐7655　

入場料

1,000円（全自由席）

新城文化会館他

各プレイガイドで

発
行

／
新

城
市

役
所

・
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集
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平

成
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年

1
1

月
号
（

創
刊

）

11
月
1
日

（火）
〜
30
日

（水）

11
月
23
日

（祝）

問い合わせ　観光協会鳳来支部    �32‐0022　

鳳来寺山の紅葉を

1425段の石段を

上りながら、

楽しみませんか。

11
月
1
日

（火）
〜
30
日

（水）

11
月
23
日

（祝）
は
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
開
催

恒例の「鳳来寺山もみじまつり」が11月１日から30日の１か月間に

わたり、鳳来寺山一帯で行われます。

23日（勤労感謝の日）には、かさすぎ駐車場特設ステージで「お猿の

ショー」やバンド演奏がおこなわれ、特設テントでは観光土産品物産展、

お楽しみ抽選会が予定されています。 つくで祭り実行委員会事務局（経済課）

�37-2211

問い合わせ

第21回

11
月
20
日

（日）
午
前
9
時
〜
午
後
3
時

（
場
所
）
鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場

　　　　　　　＝主な催し物＝
・県内唯一、吹奏楽プロ集団
・日本ど真ん中祭り優勝チームによる、よさこい
・僕のが、わたしのが一番コンテスト
・抽選で旅行が当たる「クイズラリー」
・豪華賞品が当たる大抽選会
・ビンゴ大会
・和太鼓演奏
・消防はしご試乗
・子ども広場（ミニＳＬなど）
・各種バザー、ゲームなど

《お車でお越しの方へ》
当日は、会場の駐車場が少なく、大変込み合います。会場へは、シャトルバス

（役場駐車場⇔会場）を運行しますので、ぜひご利用ください。

は
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
開
催


